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羽生の身近な自然

アカマツ（マツ科）

　

山
野
に
ご
く
普
通
に
自
生
し
て
い
る
常
葉

高
木
。
乾
燥
に
強
い
の
で
各
地
で
植
林
さ
れ

て
い
る
。

　

樹
皮
が
赤
褐
色
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

灰
黒
色
の
ク
ロ
マ
ツ
と
区
別
で
き
る
。
葉
は

二
本
ず
つ
付
い
て
い
る
の
で
、五
本
の
ゴ
ヨ

ウ
マ
ツ
と
も
間
違
う
こ
と
は
な
い
。

　

市
内
で
は
、利
根
川
や
会
の
川
沿
い
に
赤

松
林
が
点
在
し
て
い
た
が
、現
在
は
開
発
が

進
み
激
減
し
て
い
る
。

　

          

（
羽
生
の
自
然
を
楽
し
む
会
）

人口と世帯数（１月１日現在）

人　口 　　　56,141人　（△  3）
　男　 　　　28,028人　（   2）
　女　 　　　28,113人　（△  5）
世帯数 　　　21,604世帯（   12）
出生（12月中）　　24人
死亡（ 〃　）　　43人

　今年、羽生市は市制施行60周年を迎えます。昭和29年9月1日、羽生町および新郷村、須影村、岩瀬村、
川俣村、井泉村、手子林村の１町６村が合併して市制を施行、県下16番目の市として「羽生市」が誕
生しました。この60年、羽生市はどんな道のりを歩んできたのでしょうか。
　今月号では、“写真で振り返る60年の歩み”と題して、ふるさと羽生を築いてきた先人に感謝すると
ともに、輝かしい未来を切り開いていくため、市民の皆さんとともに歩んできた“はにゅうの60年”
を振り返ります。（２～４ページに続く）　
※写真は、市制施行の祝賀ムードに包まれる駅前通りの様子（昭和30年）

　

～市制施行60周年～

　　  変わりゆく時代
　　　　　　歩んだ道のり

今年は市制施行60周年！
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■
昭
和
29
年
（
１
９
５
４
年
）　

・ 

県
下
16
番
目
の
市
と
し
て「
羽
生
市
」が
誕
生

　

 （
人
口
３
６
５
６
４
人
、６
０
６
４
世
帯
）

・ 

第
１
回
羽
生
市
長
選
挙　

出
井
兵
吉
氏
が
当
選

■
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）　

・ 

市
制
施
行
・
市
庁
舎
竣
工
祝
賀
式
典
を
挙
行

・
市
章
を
制
定

・
初
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
実
施

■
昭
和
31
年
（
１
９
５
６
年
）

・
葛
西
用
水
路
沿
い
に
桜
を
植
樹

・ 

大
天
白
に
市
営
運
動
場
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

弓
道
場
）
が
完
成

・
初
の
産
業
祭
を
開
催

■
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）

・
利
根
川
堤
防
拡
幅
工
事
が
開
始

・
羽
生
小
に
プ
ー
ル
が
完
成

■
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
年
）　

・
昭
和
橋
架
橋
工
事
着
工

・ 

羽
生
中
・
川
俣
中
・
岩
瀬
中
の
３
中
学
校
を

羽
生
中
学
校
に
統
合

・
市
長
選
挙
で
杉
田
専
一
氏
が
当
選

■
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）　

・ 

千
代
田
村
を
編
入
（
人
口
４
４
０
９
２
人
）

■
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
年
）

・
東
武
鉄
道
の
利
根
川
新
鉄
橋
が
完
成

・
消
防
署
が
業
務
を
開
始

・
羽
生
地
区
の
上
水
道
が
完
成

■
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
年
）

・
集
中
豪
雨
に
よ
り
市
街
地
が
大
被
害

・
羽
生
〜
村
君
間
に
バ
ス
路
線
開
通

■
昭
和
37
年
（
１
９
６
２
年
）　

・
ア
ー
チ
が
美
し
い
新
し
い
昭
和
橋
が
完
成

・ 

初
の
空
中
散
布
に
よ
る
病
害
虫
防
除
を
実
施

■
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）　

・
羽
生
駅
の
南
側
に
跨
線
橋「
り
く
橋
」を
設
置

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
開
始

■
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）

・
文
化
会
館
落
成
記
念
祝
賀
式
典
を
開
催

・
市
内
全
中
学
校（
６
校
）に
プ
ー
ル
が
完
成

　

昭
和
29
年
9
月
1
日
、
県
内
16
番
目
の
「
羽
生
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
衣
料
の
ま
ち
」
羽
生
町
を
中
心
に
合
併
し
て
誕
生
し
た
羽
生
市
は
、当
時
、

被
服
工
場
の
ミ
シ
ン
の
音
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
一
方
、
新
し
い
ま
ち
に
は

小
中
学
校
の
建
設
や
生
活
道
路
の
整
備
、
橋
の
架
け
替
え
、
水
道
の
敷
設
な

ど
苦
し
い
財
政
の
中
で
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
民
の
献

身
的
な
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ら
は
一
つ
ず
つ
解
決
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

市
制
施
行
〜
昭
和
30
年
代 

新生「羽生市」を祝う式典を開催（昭和30）
　昭和30年1月14日から16日までの3日間、前年に市
制施行した新生「羽生市」を祝う式典が行われました。
市内一周駅伝、宣伝カーのパレードなどイベントが相
次ぎ、市内は華やかなムードに包まれました。写真は、
祝賀パレードを待つ人々。

初代市長に出井兵吉氏が就任（昭和29）
　昭和29年10月に行われた第1回市長選挙で出井兵吉
氏が当選、初代市長に就任しました。写真は、翌年行わ
れた祝賀式典に出席する様子。

昭和橋架橋工事着工（昭和33）
　当時の昭和橋は木橋で、昭和22年のカスリーン台風で
大きな被害を受けていたため、永久橋への架け替えを要
望していました。新しい昭和橋は昭和33年に着工され、
4年の歳月をかけて昭和37年に完成しました。

空中散布による病害虫防除を初めて実施（昭和37）
　このころ、有数の稲作地帯であった農村部も機械化が
進み、その一環として農薬の空中散布が実施されました。

文化会館（後の商工会館）落成記念式典を開催（昭和39）
　市制施行10周年にあたるこの年は、羽生駅西口広場に
平和記念像ができ、文化会館が完成するなど、徐々に文化
都市らしい形が整ってきました。

みんなそろって楽しい給食（昭和38）
　子どもたちに栄養バランスのとれた食事を提供するた
め、学校給食センターがオープン。これにより市内の小
学校で学校給食が始まりました。

主
な
出
来
事　
市
制
施
行
〜
昭
和
30
年
代

特集 写真で振り返る60年の歩み

1954
〜
1964
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　東京オリンピックを経て日本が高度成長へ向かったのが40年代で
す。まちづくりに必要な基盤整備が急がれました。さまざまな公共
施設が次々と完成し、都市としての形が整ってきました。
　また、急速な高度成長の反省から、モノより心を大切にしようと
いう意識が生まれてきたのが50年代です。こうした市民意識の変化
をまちづくりにどう生かすかが課題となりました。都市施設の建設
と並行して高齢化社会への対応、市民文化の振興、姉妹都市との市
民レベルでの交流などといった心の通った行政が展開されました。

昭和40～60年代

東北自動車道が開通（昭和47）
　経済の高度成長とともに自動車の普及＝モータ
リゼーションも著しく進み、この年、東北自動車
道の岩槻～宇都宮間が開通。この時から羽生イン
ターチェンジの設置が市民の悲願となりました。

埼玉国体開催（昭和42）
　国民スポーツの祭典、埼玉国体が
開かれました。羽生市はウェイトリ
フティングの会場に選ばれ、全国の
力自慢の選手たちが熱戦を繰り広げ
ました。会場には多くの観客が訪れ、
見事成功したときには大きな歓声が
あがっていました。

学習の場として図書館・郷土資料館が完成（昭和61）
　読書を通じて、豊かな人間性をはぐくむ活動の拠点として
オープン。子どもたちは、新しい本を手に勉強に励んでいました。

あ
だ
た
ら
山
で
自
然
教
育（
昭
和
50
）

　
あ
だ
た
ら
高
原
少
年
自
然
の
家
が
オ
ー

プ
ン
し
、
小
中
学
生
の
夏
の
林
間
学
校
が

始
ま
り
ま
し
た
。
あ
だ
た
ら
山
の
大
自
然

と
親
元
か
ら
離
れ
て
の
団
体
生
活
は
子
ど

も
た
ち
の
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。

秩
父
鉄
道
西
羽
生
駅
が
誕
生（
昭
和
56
）

　
秩
父
線
32
番
目
の
駅
と
し
て「
西
羽
生

駅
」
が
誕
生
し
、
地
域
住
民
の
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

太陽と水のパラダイス（昭和48）
　待望の市民プールがオープンしました。当時、県内でもまれな大型プールは、270メートルの流
水プールやスライダーなどがあり、家族そろっての夏のレジャーとして大いに利用されました。

第1回市民マラソンに1700人（昭和59）
　市内外から1700人を超える健脚自慢が集結。この大会は誰でも参加できる大衆マラソンを目指したもので、
子どもからお年寄りまでたくさんの方々が参加し、また沿道からは大きな声援が送られていました。

■
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）　

・ 

羽
生
駅
前
通
り
線
舗
装
工
事
完
成

■
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）

・ 

市
長
選
挙
で
須
藤
忠
司
氏
が
当
選

■
昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）　

・ 

埼
玉
国
体
開
催
（
重
量
挙
げ
の
会
場
に
）

■
昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）　

・ 

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
バ
ギ
オ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

■
昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）　

・
羽
生
中
央
公
園
が
完
成

■
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）　

・
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

■
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）　

・ 

国
道
１
２
２
号
羽
生
バ
イ
パ
ス
全
面
開
通

・
市
消
防
庁
舎
が
完
成

・
現
在
の
市
庁
舎
が
完
成

■
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）　

・ 

あ
だ
た
ら
高
原「
少
年
自
然
の
家
」
が
オ
ー
プ
ン

■
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

・
斎
場
、
農
村
セ
ン
タ
ー
が
完
成

■
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
年
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
市
体
育
館
が
完
成

■
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）　

・
県
営
羽
生
水
郷
公
園
が
オ
ー
プ
ン

・
秩
父
鉄
道
西
羽
生
駅
が
開
業

■
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）　

・ 

福
島
県
金
山
町
と
友
好
都
市
提
携

・ 

市
長
に
三
木
兼
吉
氏
が
就
任

■
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
年
）

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
完
成

・
「
羽
生
総
合
病
院
」
が
開
院

・ 

県
営
さ
い
た
ま
水
族
館
が
オ
ー
プ
ン

■
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）　

・
産
業
文
化
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

・ 

第
１
回
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

■
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）

・
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

・ 

図
書
館
・
郷
土
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

■
昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）　

・
陸
上
競
技
場
が
完
成

・
第
１
回
市
民
体
育
祭
を
開
催

主
な
出
来
事　
昭
和
40
年
代
〜
昭
和
60
年
代

1965

～1988

特集 写真で振り返る60年の歩み
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夢はばたくとき
満３歳から幼稚園! !
幼稚園は子どもが
　はじめて出会う学校です

学校法人
羽生市東二丁目4－41 561‒0806

増子幼稚園

自転車事故に対応!
24時間補償【生徒総合保障制度】

手続きはお早めに!!

団体名：羽生市PTA連合会　　加入締切日３月14日
担当保険
代 理 店 ㈱ほけんショップ アイ

申込書は、各学校で配布します
A－000431　（2014-03） 引受保険会社：AIU損害保険株式会社

☎563－2558
商品名:こども総合保険
生徒総合保障制度の内容につきましては、
パンフレット等をご覧ください。

■
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

・
大
相
撲
羽
生
場
所
を
開
催

■
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

・
最
新
設
備
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働

■
平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）　

・ 

羽
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成

■
平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）

・
新
消
防
庁
舎
が
完
成

・
市
役
所
完
全
土
曜
閉
庁
始
ま
る

■
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）

・
市
長
に
今
成
守
雄
氏
が
就
任

・ 

ベ
ル
ギ
ー
・
デ
ュ
ル
ビ
ュ
イ
市
と
姉
妹
都
市

提
携

■
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）　

・
市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
開
始

・
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
初
開
催

■
平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）　

・
地
域
振
興
券
を
交
付

・
市
民
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

■
平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）　

・ 

キ
ヤ
ッ
セ
羽
生
が
オ
ー
プ
ン

■
平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）　

・ 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ム
ジ
ナ
も
ん
」誕
生

■
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）　

・
羽
生
駅
舎
・
自
由
通
路
が
完
成

■
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）　

・
現
在
の
昭
和
橋
が
完
成

・
市
長
に
河
田
晃
明
氏
が
就
任

■
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）　

・「
道
の
駅
は
に
ゅ
う
」
が
オ
ー
プ
ン

・ 

川
崎
産
業
団
地
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン

■
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）　

・
市
内
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
100
％
達
成

■
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

・ 

夏
季
の
異
常
猛
暑
に
よ
り
羽
生
産
米
「
彩
の

か
が
や
き
」が
大
打
撃

・ 

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
さ
み
っ
と
in
羽
生
を
初
開
催

■
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

・
東
日
本
大
震
災
で
市
内
に
も
大
き
な
被
害

■
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

・
市
内
小
中
学
校
全
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

■
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
集
合
数
世
界
記
録
を
樹
立

■
平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

・
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る

　

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
長
引
く
平
成
不
況
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
21
世
紀
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
常
に
前
向
き
な
行
政
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

羽
生
市
に
と
っ
て
２
０
１
４
年
は
市
制
施
行
60
周
年
と
い
う
大
き
な
区
切

り
の
年
で
あ
り
、
未
来
に
向
け
て
の
礎
を
築
く
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
〝
ふ
る
さ
と
羽
生
〞
が
希
望
や
生
き
が
い
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

ま
ち
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
〜
現
在 

1989
〜
2014

新たな市の玄関が完成（平成16）
　羽生駅は、明治36年の開業以来100年間にわたり、たくさんの人とともに歴史を刻んできました。そしてこの年の秋、洋風
の外観を取り入れた橋上駅として生まれ変わりました。東口と西口が24時間通行可能な自由通路で結ばれ、西口からの乗降が
可能となりました。

「ゆるキャラ®さみっとin羽生」を初開催（平成22）
　試行錯誤の末、参加85キャラという中で初開催した“さみっと”。人と人、地域と地域が手を取
り合い、絆を深めて、今では日本全国、そして世界からもキャラクターが集結するゆるキャラ®
最大のイベントに成長しました。

大
乃
国
や
北
勝
海
、
小
錦
が
来
羽（
平

成
元
）

　
市
体
育
協
会
が
市
制
施
行
35
周
年
を

記
念
し
て
大
相
撲
羽
生
場
所
を
開
設
し

ま
し
た
。
間
近
で
見
る
生
の
相
撲
の
迫

力
に
、
つ
め
か
け
た
フ
ァ
ン
も
大
満
足

で
し
た
。

羽
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通（
平
成

４
）

　
東
北
自
動
車
道
の
開
通
か
ら
21
年
、

念
願
の
羽
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
都
心
や
東

北
地
方
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利

に
な
り
、
市
の
発
展
に
結
び
つ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

主
な
出
来
事　
平
成
〜
現
在

特集 写真で振り返る60年の歩み
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　昨年、全国から452のキャラクターを招き、ご当地グルメや物
産のブースを設置して ｢ゆるキャラ®さみっとin羽生｣ を開催し、
45万人もの来場者でにぎわいました。
　この大イベントを今年も開催するにあたり、実行委員としてご
協力いただける方を募集します。
▷対　　象
　・市内在住・在勤・在学の18歳以上の方
　・月２～３回程度、平日の夜間に実行委員会に出席できる方
　・運営にあたり活動をしていただける方
　　(企画・営業・広報活動、当日のイベント運営など)
▷募集人数　25名程度
▷応募方法　
　 　任意様式に、①住所 ②氏名 ③職業 ④電話番号 ⑤応募理由
(300字以内)を記入し、キャラクター推進室(市民プラザ内)へ２
月13日㈭までに、お申し込みください。選考の上、後日連絡し
ます。
　※郵送・FAX・Ｅメールのいずれかで応募
▷応募・問い合わせ先　
　〒348－0058　羽生市中央３－７－５
　キャラクター推進室　
　〈☎(560)3119〉〈FAX(562)6117〉
　Eメール　kankou@city.hanyu.lg.jp

市長偶感市長偶感
▽
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
は
、
市
政
に
対
し
、
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
一
年
が
市
民

の
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
平
成
26
年
は
羽
生
市
に
と
っ
て
、
市
制
施
行

60
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
昭
和
29

年
９
月
１
日
に
羽
生
町
ほ
か
６
村
が
合
併
し
、

県
下
16
番
目
、
全
国
で
４
３
４
番
目
の
市
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
34
年
に
千

代
田
村
と
合
併
し
て
現
在
の
姿
と
な
り
ま
し
た
。

市
に
な
っ
た
当
時
は
、
ま
だ
ま

だ
戦
争
の
傷
跡
が
癒い

え
ず
、
ま

と
も
な
食
事
す
ら
で
き
な
い
ほ

ど
生
活
の
苦
し
か
っ
た
時
代
を
、

羽
生
市
の
発
展
の
た
め
乗
り
切

っ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
に
は
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
制
60
周
年
を
契
機
に
、
ま

さ
に
「
還
暦
」
の
文
字
の
ご
と
く
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
っ
た
気
持
ち
で
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
、
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▽
新
年
度
予
算
の
編
成
作
業
が
大
詰
め
を
迎
え

て
い
ま
す
。
国
の
補
正
予
算
を
最
大
限
活
用
し

つ
つ
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算
編
成
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
「
既
存
事
業
あ
り
き
」
で
は
な

く
、
「
本
当
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
い
う

観
点
で
配
分
し
ま
す
。
ま
た
、
26
年
度
か
ら
は

特
に
〝
健
康
〞
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
は
、

市
を
活
気
づ
け
る
大
き
な
源
で
あ
り
、
私
の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
よ
り
専
門
的
な
部

署
の
創
設
を
含
め
、
優
先
し
て
予
算
を
振
り
分

け
る
つ
も
り
で
す
。

▽
平
成
26
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
羽
生
の

魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
年
も
全
力
で
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

羽生市の有権者数は45,676人
　羽生市の有権者数（12月１日基準日の定時登録者数）が確定しましたのでお知
らせします。今回の選挙人名簿には、平成５年12月２日以前に生まれ、平成25年
９月１日以降引き続き羽生市に住所を有している方が登録されています。
地
区投票区 区　　　域 男 女 計 対前年

同月増減

羽
生

1 中央１・２・３丁目 498 551 1,049 △25
2 中央４丁目、北１丁目、東２丁目 582 604 1,186 △14
3 西５、北３、羽生 1,318 1,253 2,571 3
4 北２丁目、東３丁目・４丁目 1,253 1,248 2,501 3

5 東１・５・６・７・８・９丁目、
上羽生字向谷 1,598 1,550 3,148 △11

6 中央５丁目、南５・６・７丁目 1,189 1,191 2,380 △26
7 南１・２・３・４・８丁目 997 1,025 2,022 21
8 西１・２・３・４丁目、上羽生字蔵敷 984 1,071 2,055 △9

新
郷
9 上新郷 1,508 1,562 3,070 △23
10 下新郷、下新田 745 762 1,507 △8

須
影
11 須影、下川崎、上川崎、南羽生１・３丁目の各一部、南羽生４丁目 1,274 1,396 2,670 10

12 砂山、加羽ヶ崎、秀安、下羽生 884 857 1,741 △33

岩
瀬
13 上岩瀬、桑崎 865 885 1,750 △７

14 小松、中岩瀬、下岩瀬、小松台１・２丁目 1,119 1,094 2,213 29

川
俣
15 本川俣、上川俣、小須賀 794 796 1,590 8
16 稲子 268 265 533 △5

井
泉
17 発戸、藤井上組、尾崎 1,381 1,355 2,736 △20
18 今泉、藤井下組、北袋、大沼１丁目 945 965 1,910 14

手
子
林

19 上手子林、神戸、南羽生１・３丁目の各一部、南羽生２丁目 1,772 1,764 3,536 21

20 下手子林、町屋 569 605 1,174 △10
21 中手子林、北荻島、大沼２丁目 393 377 770 △5

三
田
ヶ
谷

22 与兵エ新田、弥勒、喜右エ門新田 637 626 1,263 △7
23 三田ヶ谷、日野手新田 441 432 873 △18

村
君

24 下村君、堤 322 345 667 △15
25 上村君 200 219 419 △11
26 常木、名 160 182 342 0

合　　　計 22,696 22,980 45,676 △138
▷問い合わせ　市選挙管理委員会［総務課内］（内線232）

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と
め

て
前
払
い
す
る
と
割
引
に
な
る
前
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年
４
月

末
の
口
座
振
替
分
か
ら
、
２
年
間
で

１
４
０
０
０
円
程
度
の
割
引
と
な
る
お

得
な
「
２
年
前
納
（
口
座
振
替
）
」
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

必
要
書
類　

年
金
手
帳
、
金
融
機
関

の
届
出
印
、
通
帳

▽ 

申
し
込
み　

口
座
を
お
持
ち
の
金
融

機
関
ま
た
は
熊
谷
年
金
事
務
所

※ 

申
込
用
紙
は
、
金
融
機
関
、
熊
谷
年

金
事
務
所
、
市
健
康
医
療
課
に
あ
り

ま
す
。

▽
締
め
切
り　

２
月
28
日
㈮

▽
問
い
合
わ
せ

・
市
健
康
医
療
課
（
内
線
１
７
４
）

・
熊
谷
年
金
事
務
所　

　
〈
☎（
５
２
２
）５
０
１
２
〉

〝
あ
な
た
の
力
と
情
熱
が

大
切
な
人
と
ま
ち
を
守
り
ま
す
〞

　

現
在
、
会
社
員
・
自
営
業
者
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
、
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
が
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

団
員
の
活
動
は
、
消
火
活
動
を
は
じ

め
、
震
災
時
の
救
出
救
護
や
住
民
の
避

難
誘
導
の
ほ
か
、
風
水
害
時
の
警
戒
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
を
守
り
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
消
防
団
員
の

力
が
必
要
で
す
。
消
防
団
へ
の
入
団
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽ 

対
　
象　

市
内
に
居
住
し
、
18
歳
以

上
で
健
康
な
方

▽
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

　
〈
☎（
５
６
５
）１
３
３
９
〉

【  新　し　い　米　を　創　る  】
１低アミロース米　　２高アミロース米　　３低グルテリン米
４巨大胚米　　５有色素米　　６香り米　　７飼料米、飼料稲

農研機構との許諾契約に基づく種子の生産と販売

NPO法人新形質米普及会
☎048－562－0257
理事長　柿　沼　健　治

埼玉県羽生市大字下新田364

国
民
年
金
保
険
料
の
お
得
な

２
年
前
納
が
始
ま
り
ま
す

あ
な
た
も「
消
防
団
」の
一
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
！

出井接骨院·鍼灸院
348－0053　羽生市南 1-11-20

TEL 048－598－7740

各種保険取扱い

骨折·捻挫·脱臼·打撲

交通事故の負傷

往診しますご相談ください

診察時間 月 火 水 木 金 土

午前９:00～12:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後３:00～７:00 ○ ○ ／ ○ ○ ／

Ｒ

Ｒ

「ゆるキャラ®さみっとin羽生」
実行委員会の

委員を募集!!
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１
月
１
日
現
在
、
羽
生
市
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
25
年
中
に
所
得

の
あ
っ
た
方
は
原
則
と
し
て
申
告
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
中
に
収
入
が
な
い
方
で
、

非
課
税
証
明
書
等
が
必
要
と
な
る
場
合

や
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
軽
減
を
受
け
る
場
合
、

そ
の
他
の
手
続
き
に
収
入
等
の
把
握
が

必
要
な
場
合
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

② 

前
年
の
給
与
所
得
が
一
カ
所
の
み
で
、

他
に
所
得
が
な
く
、
勤
務
先
（
支
払

先
）
な
ど
か
ら
市
へ
給
与
支
払
報
告

書
の
提
出
が
あ
る
方

③
前
年
の
所
得
が
公
的
年
金
等
に
か
か

　

る
所
得
の
み
で
、
公
的
年
金
等
支
払

　

者
か
ら
市
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告

　

書
の
提
出
が
あ
る
方

※
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
医
療
費

　

控
除
等
の
所
得
控
除
を
受
け
る
場
合

　

や
、
寄
附
金
控
除
等
の
税
額
控
除
を

　

受
け
る
場
合
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

○
年
金
所
得
者
の
方
へ

　

平
成
23
年
分
の
申
告
か
ら
、
公
的
年

金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金

等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
確

定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
し

た
が
、
各
種
控
除
を
追
加
す
る
場
合
は
、

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
申
告
時
に
持
参
す
る
物

　

申
告
書
、
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉

徴
収
票
（
原
本
）、
そ
の
他
所
得
金
額

が
分
か
る
書
類
、
国
民
年
金
保
険
料
・

生
命
保
険
・
地
震
保
険
等
の
控
除
証
明

書
、
そ
の
他
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

書
類
等
、
印
鑑
、
筆
記
用
具

■
市
役
所
か
ら
の
お
願
い

・ 

不
動
産（
土
地
等
）、金
融
商
品（
株
式

等
）な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る
方
、青

色
申
告
を
選
択
さ
れ
て
い
る
方
の
申

告
は
、
各
公
民
館
お
よ
び
市
役
所
で

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
行
田

税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・ 

収
支
内
訳
書
、
医
療
費
の
明
細
書
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
作
成
の
う
え
、

申
告
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
個
人
市
・
県
民
税
の
均
等
割
額
の
改
正

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
防
災

の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら

35
年
度
ま
で
の
間
、
個
人
市
民
税
・
県

民
税
の
均
等
割
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
が
加
算
さ
れ
、
年
額
１
０
０
０
円
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
寄
附
金
税
額
控
除
の
見
直
し

　

平
成
26
年
度
か
ら
50
年
度
ま
で
復
興

特
別
所
得
税
の
創
設
に
伴
い
、
所
得
税

で
寄
附
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
、
復
興
特
別
所
得
税
に
相
当
す
る
率

（
2.1
％
）
を
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
係
る

市
民
税
の
特
例
控
除
額
か
ら
減
ず
る
調

整
を
行
い
ま
す
。

■
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　

そ
の
年
中
の
給
与
等
の
収
入
金
額
が

１
５
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
の
給
与

所
得
控
除
額
に
つ
い
て
は
、
２
４
５
万

円
の
定
額
と
な
り
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除
の
改
正

　

特
定
支
出
の
範
囲
に
、
次
に
掲
げ
る

支
出
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
支
出
が
そ
の
者
の
職
務
に
直
接
必
要

な
も
の
と
し
て
、
給
与
等
の
支
払
者
よ

り
証
明
さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

・ 

職
務
の
遂
行
に
直
接
必
要
と
な
る
弁

護
士
・
公
認
会
計
士
・
税
理
士
な
ど

の
資
格
取
得
費

・ 

65
万
円
を
限
度
と
す
る
勤
務
必
要
経

　

費（
図
書
費
・
衣
服
費
・
交
際
費
等
）

■
日
曜
日
も
相
談
を
受
け
ま
す

　

行
田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
期
間

中
、
平
日
（
月
〜
金
曜
日
）
以
外
に
、

２
月
23
日
㈰
、
３
月
２
日
㈰
、
熊
谷
税

務
署
と
合
同
で
申
告
相
談
、
確
定
申
告

書
の
受
付
お
よ
び
納
付
相
談
を
行
い
ま

す
。
（
現
金
納
付
の
窓
口
業
務
は
行
い

ま
せ
ん
。
）

※
会
場
は
両
日
と
も
熊
谷
税
務
署
で
す
。

■
簡
単
便
利
な
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

　
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
と
は
、
事
前

に
税
務
署
に
届
け
出
を
し
て
お
け
ば
、

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ⅹ
に
よ
る
電
子
申
告
後
に
、

簡
単
な
操
作
で
、
届
け
出
を
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
の
振
替
に
よ
り
、
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
電
子
納
税
の
納
付
手

段
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
簡
単
な
手

続
き
で
利
用
可
能
で
す
。

　

な
お
、
届
出
書
提
出
か
ら
利
用
可
能

と
な
る
ま
で
は
、
一
カ
月
程
度
要
し
ま

す
の
で
、
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

行
田
税
務
署

　
〈
☎（
５
５
６
）２
１
２
１
〉

　

税
理
士
会
行
田
支
部
で
は
、
税
理
士

に
よ
る
小
額
な
還
付
申
告
相
談
お
よ
び

申
告
書
の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
相
談
の
内
容
に
よ
り
料

金
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
相
談

▽
日
　
時　
　

　

２
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
　
所　
各
税
理
士
事
務
所（
当
番
制
）

■
「
税
理
士
記
念
日
」
無
料
税
務
相
談

▽
日
　
時　

２
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
　
所　

税
理
士
会
行
田
支
部

　
　
　
　
　
（
行
田
市
忍
２

－

18

－

29
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
理
士
会
行
田
支
部

　
〈
☎（
５
５
４
）１
４
１
１
〉

　

 （
受
付
時
間
：
月
・
水
・
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

　

消
費
税
増
税
に
関
す
る
相
談
も
お
受

け
し
ま
す
。

▽ 

期
　
日　

２
月
13
日
㈭
・
17
日
㈪
・

18
日
㈫
、
３
月
３
日
㈪
・
４
日
㈫
・

５
日
㈬
・　

６
日
㈭　

▽
時
　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

▽
場
　
所　

市
民
プ
ラ
ザ
２
０
５
研
修
室

▽
対
　
象　

青
色
申
告
事
業
者

※ 

指
導
会
に
は
、
必
要
関
係
帳
簿
に
加

え
て
、
平
成
24
年
分
・
25
年
分
の
決

算
書
お
よ
び
確
定
申
告
書
の
控
え
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

商
工
会

　
〈
☎（
５
６
１
）２
１
３
４
〉

　
行
田
税
務
署
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

　
税
法
の
主
な
改
正
点

　 

税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告

相
談
の
ご
利
用
を

　 

青
色
決
算
書
・
確
定
申
告

書
・
消
費
税
申
告
書
個
別

指
導
会

　
市
県
民
税
の
申
告
が

　
必
要
な
方

月 日 曜
日 対　象　地　区 会  場 時間

2

10 月 下新郷・下新田・上新郷1～2000番地 新 郷 公 民 館

午　

前　

９　

時　

〜　

午　

後　

３　

時　

30 

分

12 水 上新郷2001番地以降 〃
13 木 三田ヶ谷・与兵エ新田・日野手新田 三田ヶ谷公民館
14 金 弥勒・喜右エ門新田 〃
17 月 今泉・発戸・北袋 井 泉 公 民 館
18 火 藤井上組・藤井下組・尾崎 〃
19 水 下川崎・上川崎・砂山・加羽ヶ崎・下羽生 須 影 公 民 館
20 木 須影・秀安・南羽生３・４丁目 〃
21 金 上村君・下村君・堤・名・常木 村 君 公 民 館
24 月 下手子林・中手子林・神戸・北荻島 手 子 林 公 民 館
25 火 上手子林・町屋・南羽生１・２丁目 〃
26 水 上岩瀬・中岩瀬 岩 瀬 公 民 館
27 木 下岩瀬・小松・桑崎 〃
28 金 上川俣・稲子・本川俣・小須賀 川 俣 公 民 館

3

2 日 全地区（平日の相談が困難な方） 市役所301会議室
3 月 中央１～５丁目 〃
4 火 西１～５丁目・羽生 〃
5 水 南１～８丁目・上羽生 〃
6 木 北１～３丁目・東１～３丁目 〃
7 金 東４～９丁目 〃
10 月 全地区 〃
11 火 　〃 〃
12 水 　〃 〃
13 木 　〃 〃
14 金 　〃 〃
16 日 全地区（平日の相談が困難な方） 〃
17 月 全地区 〃

表１　市県民税申告相談日程表

＊２月10日から28日まで、市役所では申告相談を受けられません。
＊市税に関することは、税務課（内線112）へ、お問い合わせください。

市
県
民
税
の
申
告
は
各
地
区
の
申
告
会
場
へ

《
２
月
10
日
㈪
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で
》

　

市
で
は
、
市
県
民
税
の
申
告
受
付
を
２
月
10
日
㈪
か
ら
３
月
17

日
㈪
ま
で
行
い
ま
す
。（
土
曜
日
、
３
月
２
・
16
日
以
外
の
日
曜

日
は
除
く
。）

　

こ
の
申
告
は
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
資

料
や
所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
受
付
は
、
表
１
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
指
定
の
日

時
・
会
場
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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行政書士川島幸雄・出井賢朋事務所
予約電話 048－580－7391（年中無休）
羽生市東6-9-1ケンコーセンター前ビッグエー並び（Ｐ有）

身近な相続・遺言・成年後見・法務相談室

初回相談無料！
相続·遺言·成年後見·離婚問題等

羽生 45×150   スミ 1C

　今回は、『地域福祉』を推進していくためにはどうしていくべきか考えて
みましょう。『地域福祉』とは、市民、団体、事業者、行政など地域に関す
る全てのものが協働し、安心して暮らせる地域をつくることですが、＜自
助＞＜共助＞＜公助＞の３つの組み合わせが重要となります。

住民の＜自助＞　…　一人ひとりの市民が自己努力で対応
地域の＜共助＞　…　隣近所や地域による助け合い・支え合いで対応
行政の＜公助＞　…　自助や共助では解決できないものを行政が支援

　例えば、震災時に、自分や家族を守るのが自助であり、自分ひとりでは対
応できない状態になったときに頼ることができるのが共助です。それは同時
に、自分が可能ならば共助に参加する意識が前提となります。そして、最後
に公助が支援に加わります。
　円滑に援助活動を行うためには、それぞれが連携を図り、それぞれの役割
を果たし、お互いに力を合わせる関係をつくることが重要になります。その
中で最も大きな鍵を握っているのが、市民の皆さんの自助なのです。
　そのためには、私たち一人ひとりが、地域社会を担う一員であるという自
覚を持つことが大切です。まずは、あいさつや声かけをしたり、地域で困っ
ている人のことを気にかけるなど身近なところから心がけましょう。
　「いきいきと笑顔でつながる地域の輪」を皆さんで広げていき、一歩ずつ
着実に、誰もが安心して暮らしていける地域づくりを進めていきましょう。
▷問い合わせ　社会福祉課（内線157）

おしえて！　

～羽生市地域福祉計画～

最終回

　

市
で
は
、
教
育
振
興
の
た
め
の
施
策

に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
と
し
て
、
将

来
的
な
方
向
性
や
中
長
期
的
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
を
示
し
た
「
羽
生
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間

　

２
月
14
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

▽
公
表
物
の
閲
覧
場
所
　

　

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
（
教
育

総
務
課
）、各
公
民
館
、市
民
プ
ラ
ザ
、

市
図
書
館

▽
意
見
の
提
出
方
法

　

書
式
は
自
由
で
す
が
、
提
出
さ
れ
る

方
の
住
所
、
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
主

た
る
事
務
所
所
在
地
等
）
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
提
出
先

○
郵
送
の
場
合　

〒
348

－

８
６
０
１

　

羽
生
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
あ
て

○
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　
〈
℻  
（
５
６
１
）
６
５
６
２
〉

○
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　

kyousoum
u@
city.hanyu.lg.jp

▽
持
参
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　

教
育
総
務
課
（
内
線
３
０
４
）

　

岩
瀬
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
部
区

域
の
仮
換
地
指
定
に
伴
い
、
当
該
区
域

の
土
地
利
用
促
進
と
秩
序
あ
る
宅
地
開

発
を
進
め
る
た
め
、「
用
途
地
域
」
お

よ
び
「
地
区
計
画
」
の
都
市
計
画
を
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
幹
線
道

路
沿
い
の
商
業
施
設
立
地
や
良
好
な
景

観
の
街
並
み
形
成
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
政
策
課（
内
線
２
７
３
）

　

市
で
は
、
下
水
道
供
用
開
始
区
域
内

の
未
接
続
世
帯
を
対
象
に
、
下
水
道
へ

の
加
入
促
進
を
目
的
と
し
た
戸
別
訪
問

を
実
施
し
ま
す
。
訪
問
は
委
託
業
者
の

作
業
員
が
行
い
、
啓
発
の
ほ
か
、
排
水

の
現
状
確
認
・
公
共
汚
水
ま
す
の
設
置

状
況
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
不
在
の
場

合
は
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
作
業
員
が
訪
問
す
る
際
は
、

市
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
を
必
ず
携

帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
下

水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

調
査
期
間　

　

１
月
25
日
㈯
〜
３
月
９
日
㈰

▽
委
託
業
者　
㈱
坂
田
測
量
設
計
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

下
水
道
課〈
☎（
５
６
５
）１
５
５
１
〉

　

内
閣
府
で
は
、
次
代
を
担
う
国
際
感

覚
豊
か
な
青
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

た
め
、
青
年
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
26
年
度
の「
東
南
ア
ジ
ア

青
年
の
船
」「
国
際
青
年
育
成
交
流
」「
日

本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」「
グ
ロ
ー
バ

ル
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
」「
青
年
社
会

活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

　
〈
☎
０
３（
３
５
８
１
）１
１
８
１
〉

　

６
年
間
に
わ
た
り
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
と
し
て
、
地
域
の
教
育
環
境
の
改

善
に
尽
力
さ
れ
た
阿
部
力
也
さ
ん（
中

手
子
林
）
が
、
公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

生
涯
学
習
課（
内
線
３
１
３
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　
　

〜
市
の
計
画（
案
）に

対
す
る
意
見
を
募
集
〜

羽
生
都
市
計
画
用
途
地
域
お
よ
び

地
区
計
画
の
変
更
の
お
知
ら
せ

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

下
水
道
へ
の
接
続
を
！

〜
戸
別
訪
問
を
実
施
し
ま
す
〜

羽
生
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（案）

公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国

協
議
会
か
ら
特
別
表
彰
を
受
賞

　　　　　　　　  日時　２月15日㈯ 午後１時～
　　　　　　　　  会場　市体育館（メインアリーナ）
▷指　導　者　ソウル・バルセロナオリンピックメダリスト　池谷　幸雄　氏
▷演 技 団 体　 全国学生体操競技選手権大会団体総合優勝　順天堂大学
　　　　　　　体操競技部
　　　　　　　羽生体操クラブ
▷対　　　象　 市内小・中学生および

指導者
▷申 し 込 み　 １月31日㈮までにス

ポーツ振興課へお申
し込みください。

　　　　　　　※ スポーツ少年団に加入している方は、加入チームごとに
お申し込みください。

▷観 覧 希 望　 ２月15日㈯午前10時から、市体育館正面玄関において
　　　　　　　先着500名に整理券を配布します。
▷問い合わせ　同課〈☎（563）0150〉

市制施行60周年記念　～トップアスリート育成事業～

　　　　　　　　  日時　２月15日㈯
　　　　　　　　  会場　市体育館

体 教操 室

オリンピックメダリスト

池谷幸雄先生

順天堂大学体操競技部
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羽生市役所　☎561‒1121㈹

 消すまでは
　 　心の警報　ＯＮのまま

㈲ハイウエイ

羽生市上村君1012－1　電話048－565－0059
消防用設備等点検、施工　地下タンク等定期点検

12月中の救急と火災
救　急
火　災

246  件
2  件

オ　ン

Ⓡ Ⓡ
いがまんちゃん ムジナもん

セレモニーサイトセレモニーサイト
☎048－578－4101
羽生市東７ｰ14ｰ１

羽生
市役所前

安心と信頼のご葬儀

24時間対応・事前相談承ります。
セレモニーサイト

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
る
と
、
皆
さ
ん
は
成
人
と
し
て

多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

一
方
で
、
義
務
や
責
任
も
生
じ
て
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
も
、
こ
の
義
務
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
方
が
加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。

　

学
生
を
含
め
、
農
業
や
自
営
業
者
、
無
職

の
方
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
な
ど
、
す
べ
て

の
方
が
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
や
自
営
業
の
方
は
、
20
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
た
ら
、
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

20
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
第
２
号
被

保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま

す
の
で
、
新
た
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

就
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
で
職
業
や
生
活

状
況
が
変
わ
る
と
、
加
入
者
の
種
別
が
変
わ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
国
民

年
金
の
窓
口
で
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
加
入
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
る
年

金
手
帳
は
、
届
け
出
な
ど
に
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
老
齢
基
礎
年
金

　

（
65
歳
に
な
っ
た
と
き
）

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
保
険
料
を
納
め

た
人
が
65
歳
に
な
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
が
年
額

77
万
８
５
０
０
円
（
平
成
25
年
10
月
以
降
支
給
額
）

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
基
礎
年
金

　

（
事
故
や
病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
）

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
が
、
事
故
や
病
気
な
ど
に

よ
り
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
遺
族
基
礎
年
金

　

（
夫
ま
た
は
父
に
先
立
た
れ
た
と
き
）

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
、
も
し
く
は
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
18
歳
未
満
の
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
18
歳
未
満

の
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※ 

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
と
も
支
給
に
は

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
独
自
給
付
（
第
1
号
被
保
険
者
の
み
）

・ 

付
加
年
金
…
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）を

納
め
た
場
合
、
納
付
月
数
に
応
じ
て
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

・ 

寡
婦
年
金
…
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

25
年
以
上
納
め
た
夫
が
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

な
く
死
亡
し
た
と
き
、
夫
が
受
け
る
は
ず
で
あ
っ

た
老
齢
基
礎
年
金
の
4
分
の
3
相
当
を
妻
が
60
歳

か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
支
給

・ 

死
亡
一
時
金
…
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
納
付
し

た
年
数
（
3
年
以
上
）
に
応
じ
て
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
は
、
請
求
が
必
要
で
す
。

受
給
は
原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
で
す
が
、
繰
り
上
げ

請
求
を
す
れ
ば
、
60
歳
か
ら
で
も
減
額
し
た
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
の
給
付
制
限
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、一
度
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
、
生

涯
減
額
し
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
逆
に
、
66
歳
か
ら
70
歳
の
間
、
受
け
取
る
年

齢
を
遅
ら
せ
て
増
額
し
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

  

年
金
の
種
類
は
？

  

年
金
を
受
給
す
る
に
は

健康医療課
国保年金係
（内線174）

202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020202020
20
歳
に
な
っ
た
ら

加
入
の
手
続
き
を

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

全員が加入します！　国民年金
国内に住む20歳以上60歳未満の方は、みんな加入します！

◆任意加入ができます
　 　年金受給資格（25年）が不足している方や年金受給額を増やしたい60歳以上の方、また海外に在住している方
などは希望によって第１号被保険者として加入することができます。

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

農業・自営業者および
その配偶者、学生など

厚生年金保険・共済組合に
加入している会社員・公務員など

第 2号被保険者に
扶養されている配偶者

市役所の国民年金担当窓口へ

日本年金機構から送付される納付書
により自分で納めます

勤務先が行います

厚生年金保険・共済組合が徴収し、ま
とめて納付しますので、個別に国民年
金の保険料を納める必要はありません

配偶者の勤務先が行います

配偶者の加入している年金制度が負
担しますので、本人が納める必要は
ありません

加
入
手
続

保 

険 

料
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市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
日

常
身
近
な
と
こ
ろ
で
住
み
よ
い
地
域
社

会
の
実
現
の
た
め
に
、
積
極
的
な
実
践

活
動
を
３
年
以
上
続
け
て
い
る
個
人
お

よ
び
団
体
に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
美
化
や
緑
化
、
防
犯
や
青
少

年
健
全
育
成
活
動
な
ど
、
皆
さ
ん
の
周

り
で
積
極
的
に
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
方
や
団
体
を
ぜ
ひ
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

▽
締
め
切
り　

３
月
14
日
㈮

▽
問
い
合
わ
せ　

　

地
域
振
興
課
（
内
線
２
２
３
）

　

い
じ
め
、
解
雇
、
労
働
条
件
の
引
き

下
げ
等
に
よ
る
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
埼
玉
労
働
局
で
は
、
次
の
制

度
を
用
意
し
て
、
無
料
で
個
別
労
働
紛

争
の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
情
報
提
供
・
相
談

◯
労
働
局
長
に
よ
る
助
言

◯
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

　

（
紛
争
当
事
者
間
の
調
整
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
労
働
局
企
画
室

　
〈
☎
０
４
８（
６
０
０
）６
２
６
２
〉

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
25
年
10
月

20
日
か
ら
時
間
額
７
８
５
円
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
非
鉄
金
属
製
造
業

や
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
、
各
種
商

品
小
売
業
な
ど
の
特
定
の
産
業
に
つ
い

て
は
、
別
途
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

埼
玉
労
働
局
賃
金
室

　
〈
☎
０
４
８（
６
０
０
）６
２
０
５
〉

出張美容室　ラブラブ
電話　080－6846－4799

羽生市南１丁目11番41号

◎病院で寝たままの方もシャンプーやカットできます
◎美容室に来られない方もご自宅で！
　　　シャンプー：2,000円（セット付き）
　　　カット　　：3,000円（セット付き）
　　　パーマ　　：6,000円（カット+セット付き）

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

大家さん、困りごとトラブルはございませんか？
大家さん向けセミナーを市内で開催しています。
ご興味のある方は「スズヨシ」または「鈴木ゆり子の大家塾」
ホームページをご覧ください。
　スズヨシ　　検索　　　鈴木ゆり子の大家塾　　検索

㈲スズヨシ　羽生市西１－１－１ ℡048－594－7281

「不動産の賃貸・売買のご相談は当店へ」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ド
ラ
ク
ロ
ワ
」で

当
店
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

⬆ ⬆

区　　　分 新郷第一小 須影小 三田ヶ谷小 平和公園
測定値(μSv/h) 0.054 0.046 0.054 0.044

大気中の放射線量測定結果
〈測定日：１月８日㈬〉

　

羽
生
南
小
で
は
、
地
域
対
こ
う
の
運

動
会
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
登
下
校
時

に
ぼ
く
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て

い
る
見
守
り
隊
の
方
々
も
参
加
し
て
く

れ
、
今
年
も
大
き
な
拍
手
で
応
援
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
羽
生
南
小
の
学
校
教

育
目
標
は
、「
地
域
と
ふ
れ
あ
い
、
人

に
つ
く
す
」
で
す
。
ぼ
く
た
ち
が
社
会

に
出
た
と
き
、
地
域
と
う
ま
く
関
わ
り

合
え
る
よ
う
に
と
い
う
校
長
先
生
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

見
守
り
隊
の
人
以
外
の
地
域
の
人
と
も

気
軽
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
竹
と
ん
ぼ
作
り
や
ち
ゃ
ん
こ
鍋
作

り
で
も
楽
し
く
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
羽
生
南
小
で
は
、
毎
日
朝
マ

ラ
ソ
ン
や
あ
い
さ
つ
運
動
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
毎
週
木
曜
日
に
は
全
学

年
で
ヘ
ル
歯
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
埼
玉
県
で
一
番
歯
が
き

れ
い
な
学
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
統
を
守
り
、
よ
り
よ
い
羽
生

南
小
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

羽
生
南
小
６
年　

小
久
保 

大
地
さ
ん

みんなの学校　
　　紹介します。

学 校
どっとこむ
学 校
どっとこむ

声
出
せ
！
汗
出
せ
！
勝
利
を
目
指
せ
!!

　

新
郷
第
二
小
学
校
は
『
あ
い
さ
つ
』

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
六
年
生
は
、
校
長
先
生
か
ら

あ
い
さ
つ
主
任
と
し
て
、
委
任
状
を
も

ら
い
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
り
、

あ
い
さ
つ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
た
り

し
て
、
全
校
の
み
ん
な
が
自
分
か
ら
大

き
な
声
で
元
気
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
や
友
達
、地
域
の
人
た
ち
に
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」

と
さ
わ
や
か
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

す
る
と
、
相
手
も
あ
い
さ
つ
を
返
し
て

く
れ
ま
す
。
し
た
方
も
、
さ
れ
た
方
も
、

と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。
そ
し
て
、

相
手
の
目
を
見
て
言
う
と
、
笑
顔
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
い
さ
つ
標
語
」を
全
校
児

童
が
考
え
ま
し
た
。
み
ん
な
で
投
票
し

て
、
優
秀
作
品
を
選
び
、
そ
の
作
品
で

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
内
で
一
番
あ
い
さ

つ
が
し
っ
か
り
で
き
る
学
校
を
目
指
し

て
、
毎
日
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

新
郷
第
二
小
６
年　

14
名

元
気
に
あ
い
さ
つ 

み
ん
な
の
笑
顔

羽
生
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

賞
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

労
働
局
が
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

意
識
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

“
最
低
賃
金
〟

平成26年度羽生市教育支援員を募集
問い合わせ：学校教育課（内線308）

名　　称 業�務�内�容 応募
資格

募集
人員

勤務
日数

勤務
時間 時給 申し込み

教 　 育
相 談 員

児童生徒の相談・
援助活動

満20歳
以上の方

６名
年間
150日
程度

１日
5時間
程度

900
円

　２月３日㈪
までに、教
育委員会に
履歴書を持
参し、お申
し込みくだ
さい。

※�履歴書は
市販のも
ので結構
です。
※�すでに登
録してい
る方はこ
ちらから
ご連絡し
ます。
※�面接の日
程につい
ては、後
日個別に
連絡しま
す。

教育研修
センター
適応指導
教室指導
員

不登校児童生徒の
学校復帰援助活動 ２名

年間
140日
程度

940
円

小・中学
校学習支
援員

児童生徒の学習支
援・生活支援活動

満20歳以上
（原則、教
員免許を有
する方）

18名
程度

年間
150日
程度

1,200
円

児童生徒
介助員

障がいのある児童
生徒が学校生活に
スムーズに適応す
るための援助活動

満20歳
以上の方

25名
程度

年間
180日
程度

850
円

日本語指
導員

外国籍の児童生徒
に対しての、必要
な日本語教育活動

満20歳
以上の方 ４名

年間
50日
程度

１日
4時間
程度

1,200
円

学校図書
館担当職
員（学校
司書）

学校図書館の整理
整頓や児童生徒へ
の学校図書館利用
に関する支援活動

満20歳以上
の方で、司
書もしくは
司書教諭免
許を有する
方または取
得予定の方

４名
年間
150日
程度

１日
6時間
程度

850
円
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■
大
ホ
ー
ル
の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　

２
月
３
日
㈪
よ
り
、
第
二
期
工
事
と

し
て
大
ホ
ー
ル
の
改
修
お
よ
び
大
ホ
ー

ル
側
前
広
場
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
小
ホ
ー

ル
側
前
広
場
の
工
事
は
完
了
す
る
た
め
、

２
月
５
日
㈬
か
ら
小
ホ
ー
ル
入
口
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
場
の
利
用
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
通
り
産
業
文
化
ホ
ー
ル
裏
側
の

駐
車
場
は
一
般
車
両
駐
車
禁
止
で
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
大
ホ
ー
ル
改
修
工
事
終
了
予
定
日

　

７
月
18
日
㈮

■
臨
時
休
館

　

給
水
設
備
・
電
気
設
備
工
事
に
伴
う

断
水
・
停
電
の
た
め
、
２
月
26
日
㈬
・

27
日
㈭
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
文
化
ホ
ー
ル

　
〈
☎（
５
６
１
）４
９
１
１
〉

　

市
で
は
、
環
境
問
題
に
対
し
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
環
境
講
座
を

開
催
し
ま
す
。　

■
１
回
目

▽
内　

容　

生
き
物
か
ら
見
た
水
環
境

▽
日　

時　

２
月
19
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽�

講　

師　

�

県
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー

田
中�

仁
志�

氏

■
２
回
目

▽
内　

容　

廃
棄
物
の
現
状

▽
日　

時　

２
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講　

師　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　

浅
倉�

孝
郎�

氏

■
場　

所　

市
民
プ
ラ
ザ

■�

対　

象　

18
歳
以
上
で
市
内
に
在
住
、

在
勤
の
方

■
費　

用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月
12

日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で
環
境
課
（
内
線

２
９
５
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

多
く
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日　

時　

２
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　

受
付
：
午
前
８
時
45
分
～

　
　
　
　
　

開
会
：
午
前
９
時
10
分

▽
場　

所　

市
体
育
館

▽
種　

目　

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス〈
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ（
初
級
の
部
）〉

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス〈
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ（
初
級
の
部
）〉

▽�

参
加
資
格　

中
学
生
以
上

▽
参
加
費　

１
人
…
１
０
０
０
円

（�

市
連
盟
加
入
者
お
よ
び
高
校
生
、
市

内
在
学
の
中
学
生
は
６
０
０
円
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

１
月
30
日
㈭
（
必
着
）

ま
で
に
、
市
体
育
館
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同

館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
体
育
館

　
〈
☎（
５
６
３
）０
１
５
０
〉

▽
日　

時　

２
月
14
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
40
分�

　
　
　
　
　

受
付
：
午
後
零
時
30
分
～

▽
場　

所　

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
南
浦
和
駅
西
口
徒
歩
７
分
）

▽
講
演
内
容　

①「
大
地
震
発
生
！
そ
の
時
テ
レ
ビ
は
…
」

　

�

講
師
：
谷
原�

和
憲�

氏
（
日
本
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
Ｃ
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

Ｐ
）　

②
「
今
後
の
埼
玉
県
の
地
震
災
害
」

　

�

講
師
：
纐こ

う
け
つ纈�

一か
ず
き起�

氏
（
東
京
大
学

地
震
研
究
所
教
授
）

▽
定　

員　

１
６
０
０
名

　

（
先
着
順
、
事
前
申
込
不
要
）

▽
費　

用　

無
料

▽�

そ
の
他　

防
災
関
連
企
業
・
団
体
の

展
示
ブ
ー
ス
、
地
震
に
関
す
る
資
料

の
展
示
・
説
明
、
県
建
築
職
員
に
よ

る
無
料
耐
震
診
断

※�

先
着
１
０
０
０
名
に
防
災
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

▽�

問
い
合
わ
せ　

県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局（
県
危
機
管
理
課
）

　
〈
☎
０
４
８（
８
３
０
）８
１
４
１
〉

■
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
ワ
ー
ド
基
礎
編

②
エ
ク
セ
ル
基
礎
編

▽
日　

時　

２
月
６
・
13
・
20
・
27
日
㈭

①
午
前
９
時
40
分
～
10
時
40
分

②
午
前
11
時
～
正
午

▽
定　

員　

各
14
名

▽
費　

用　

各
２
０
０
０
円

▽
講　

師　

高
橋　

壮
一�

氏

■
美
し
い
ボ
デ
ィ
ラ
イ
ン
を
目
指
す

　

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

▽
日　

時　

�

２
月
９
・
16
・
23
日
、

　
　
　
　
　

３
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

▽
定　

員　

10
名

▽
費　

用　

４
０
０
０
円

▽
講　

師　

熊
澤��
栄
里
香��

氏

■�

申
し
込
み　

１
月
30
日
㈭
ま
で
に
、

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
窓
口
ま
た
は
往

復
は
が
き
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
は
が
き
の
場
合
は
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。
未
成
年
者
の
場
合

は
保
護
者
氏
名
も
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

　

�　

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
の
受
講
料
が
半
額

に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生

　
〈
☎（
５
６
３
）５
１
１
１
〉

　

〒
３
４
８

−

０
０
２
６　

　

羽
生
市
下
羽
生
１
０
１
４

−

１

市民レポーター市民レポーター市民レポーター

　

秋
も
深
ま
っ
た
11
月
の
初
め
、
第
45

回
羽
生
市
連
合
菊
花
大
会
が
三
田
ヶ
谷

農
村
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
入
る
と
、「
ム
ジ
ナ
も
ん
」

や
「
五
重
の
塔
」
が
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
展
示
場
に
は
８
６
０
点
程
が
出
品

さ
れ
、
競
技
花
、
厚
物
、
一
本
立
、
五

本
立
、
懸
崖
、
切
り
花
等
22
の
審
査
部

門
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
会
員
の
方

が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
花
が
展
示
さ

れ
、
そ
の
見
事
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
花
の
色
や
形
は
温
度
や
風
に
左
右

さ
れ
や
す
く
、
ハ
ウ
ス
等
で
寝
る
間
も

惜
し
ん
で
管
理
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
か
。
今
ま
で
の
苦
労
が
あ
れ
ば

こ
そ
と
感
心
し
ま
し
た
。
大
勢
の
同
好

の
方
が
訪
れ
、「
ど
の
よ
う
に
仕
立
て

る
の
？
」
な
ど
興
味
深
く
観
察
し
た
り
、

育
て
る
と
き
の
注
意
点
を
質
問
し
た
り
、

な
か
に
は
早
速
、
苗
を
購
入
さ
れ
て
い

る
方
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
が
終
わ
る
と
、来
年
度
に

向
け
て
す
ぐ
に
育
成
が
始
ま
る
と
の
こ

と
。
見
事
な
花
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　

小
野　

進
之
さ
ん
（
三
田
ヶ
谷
）

　

台
風
一
過
の
10
月
27
日
㈰
、「
村
君

あ
お
ぞ
ら
市
場
in
永
明
寺
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
台
風
の
た
め
、
会
場
が
永
明

寺
境
内
か
ら
元
農
協
倉
庫
に
移
り
ま
し

た
。
村
君
商
工
会
が
主
催
し
、
地
元
消

防
団
や
体
育
振
興
会
、
各
サ
ー
ク
ル
、

有
志
の
人
達
が
地
区
活
性
化
の
た
め

に
始
め
た
こ
の
「
あ
お
ぞ
ら
市
場
」
も
、

７
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
開
催
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
増
え
、
毎
回
、
お

気
に
入
り
の
お
店
を
探
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

台
風
の
影
響
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
、
村
君
小
児
童
た

ち
な
ど
が
出
演
す
る
舞
台
発
表
が
中
止

と
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
は
射
的
に
夢
中
に
な
り
、
大

人
た
ち
は
話
に
花
が
咲
き
、
ム
ジ
ナ
も

ん
達
も
訪
れ
て
く
れ
て
一
層
に
ぎ
や
か

な
市
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
「
あ
お
ぞ
ら
市
場
」
に
は
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
次
回

は
、歴
史
あ
る
村
君
の
「
甦
れ
二
百
年
」

を
題
材
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

　
　

石
井　

隆
子
さ
ん
（
下
村
君
）

菊
　
花
　
撩り

ょ
う

　
乱ら

ん

村
君
あ
お
ぞ
ら
市
場

★20万円以上のリフォームをしたお客様に羽生市より
　助成金が支給されます。（１回限り・条件有り）

【業務内容】 ☆お見積り、 ご相談完全無料　お気軽にお問い合わせください
★外壁塗装＋屋根塗装
　￥650,000～（30坪迄）　　　　　　
★光触媒塗装（内装・外装）  ★お風呂・台所工事　　 ★エクステリア工事
★外壁（サイディング）・屋根張り替え　  ★太陽光発電　 ★オール電化
★増改築、解体から小さな修理迄何でもやってます ！

貴方の街のハウスドクターのぞみコミュニケーションズ
羽生市南５－５－24　　☎048‒561‒6758

★クロス貼り替え
　￥69,800～（6畳）

★床貼り替え
　￥109,800～（６畳）

増税前は大変混み合います！ お早目のご相談を!!
リンナイ
ガス給湯器20号
￥137,800‒
（工事費・税込み）
（追焚き機能付）

★今回の目玉商品★★今回の目玉商品★ 軽食のお店
サロンごんべえ

気軽に寄ってね

昼　11:30～
夕方　5 :30～
048‒561‒0779

または

羽生駅

建福寺

Ｐ

アライ保険
エージェンシー

正覚院

コンビニ

ヤオコー 市役所↓

NTT

アライ保険
エージェンシー

★
サロン
ごんべえ

サ
ロ
ン

冨田脳外科

ソチオリンピック　がんばれニッポン! !

アライまで090‒5820‒7390

無線LAN設置店

産
業
文
化
ホ
ー
ル
か
ら
の

お
知
ら
せ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
親
睦
大
会
の

参
加
者
募
集

環
境
講
座
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

～
あ
な
た
も
地
震
へ
の
対
応
を
～

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

ワ
ー
ク
ヒ
ル
ズ
羽
生
　

講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

上田知事が羽生へ
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■
青
少
年
健
全
育
成
功
労
賞
（
団
体
）

【
川
俣
公
民
館
通
学
合
宿
実
行
委
員
会
】

　

子
ど
も
た
ち
が
親
元
を
離
れ
、
他
学

年
の
児
童
や
支
援
す
る
地
域
の
方
々
と

接
し
、
年
齢
を
超
え
た
心
の
ふ
れ
あ
い

や
交
流
を
通
じ
、
よ
り
深
い
人
間
関
係

が
築
か
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
活
動
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

■
優
良
青
少
年
団
体
賞

【
羽
生
市
青
少
年
相
談
員
協
議
会
】

　

課
外
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

と
と
も
に
喜
び
、
と
も
に
語
り
、
子
ど

も
た
ち
が
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
へ

の
努
力
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

生
涯
学
習
課
（
内
線
３
１
２
）

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
税
・
住

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
、
そ

の
年
の
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
額
で
す
。

　

市
か
ら
１
月
下
旬
に
、
「
国
民
健
康

保
険
税
納
付
済
額
通
知
書
」
を
世
帯
主

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

に
よ
っ
て
納
付
さ
れ
た
額
は
、
日
本
年

金
機
構
等
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収

票
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

健
康
医
療
課
（
内
線
１
７
１
）

　

お
住
ま
い
の
住
宅
（
木
造
平
屋
も
し

く
は
２
階
建
て
）
に
つ
い
て
、
簡
易
な

耐
震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

▽
日
　
時　

１
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

▽�

場
　
所　
加
須
市
役
所
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
　

・
市
開
発
建
築
課
（
内
線
２
６
１
）

・
㈳
埼
玉
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

北
埼
支
部〈
☎（
５
５
４
）３
２
８
１
〉

市体育館メインアリーナの
使用停止について

問い合わせ
市体育館〈☎（563）0150〉

市体育館メインアリーナが床再生塗装工事の工期変更により、次の期間使用できなくなります。
■期間（予定）　２月17日（月）～３月14日（金）

国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
額
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
に

お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
相
談
会
」

有料広告

「家庭で考えよう健康標語」
市長賞作品を紹介します！

　夏休みに小中学校の児童生徒の皆さん
とご家族が考えてくださった「家庭で考
えよう健康標語」の表彰式を10月27日に
行いました。
　応募作品3,078点の中から、3名の方の
作品が市長賞に、22名の方の作品が優秀
賞に選ばれました。ご応募ありがとうご
ざいました。
市長賞作品
○小学校低学年の部　
「早寝して　明日の元気　充電中」

　三田ヶ谷小１年　田中　結菜さん
○小学校高学年の部
「じこかんり　お金じゃ買えない　命と未来」

　岩瀬小６年　田口　凌さん
○中学生の部　
「健診へ　ふみ出す一歩で　守れる笑顔」

南中３年　小山　恵実さん
※�これら市長賞の作品は、来年度の羽生
市の健康事業の際に使用させていただ
きます。
▷問い合わせ　健康医療課（内線175）

受賞された小学校低学年の皆さん

1月30日～ 4日 第13回日本レジャーチャンネル杯　男女ハーフ＆ハーフバトル
1月30日～ 2日 ＧⅠ太閤賞競走開設57周年記念（住之江）
8日～ 11日 ＧⅠ第57回近畿地区選手権（住之江）
8日～ 13日 ＧⅠ第59回関東地区選手権（平和島）
12日～ 16日 ＧⅠ第59回東海地区選手権（常滑）
14日～ 17日 ボートピア栗橋カップ開設４周年記念
20日～ 25日 ＧⅠ戸田グランプリ開設５７周年記念

２月の開催予定ボートレース戸田

左から、小林良さん（青少年相談員協議会代
表相談員）、河田市長、小島啓仙さん（川俣
公民館通学合宿実行委員会委員長）

民生委員・児童委員(主任児童委員)が新たに委嘱されました （任期：3年間）
担当
地区 氏　　　名 担当区域など 電話番号

立　川　敬　子 中央1・2丁目の各一部 561-2368
 長谷川　　　正 中央1丁目の一部 561-0423

早　川　文　子 中央2丁目の一部 561-6352
鈴　木　康　夫 中央3丁目の一部・中央5丁目 561-0246
中　村　千賀子 中央3・4丁目・南3・4丁目の各一部 563-0830
今　井　由美子 中央2・4丁目の各一部 563-1243
中　田　善　奉 東1丁目 562-5158
小久保　　　敏 東2丁目 561-3373
石　川　久　子 東3丁目の一部 561-1763
齋　藤　君　子 東3・4丁目の各一部 561-1212
立　川　文　子 東4丁目の一部 561-4074
小野田　棟　雄 東5丁目 561-6501
大　場　圭　子 東6丁目 561-6046

羽 小　野　和　美 東7丁目・上羽生の一部 561-7781
水　谷　カズ江 東8丁目 561-4014
北　井　照　子 東9丁目 563-0232
野　本　義　明 西1・3・4丁目の各一部・西2丁目 561-7663
佐　藤　喜代美 西4・5丁目の各一部 563-5022
新　井　勇　次 西3丁目の一部 561-3131
出　井　武　男 西4・5丁目の各一部 561-0487
根　岸　恒　雄 中央1丁目・西1・4・5丁目の各一部 563-0155
佐　藤　礼　子 西4・5丁目の各一部 563-3320
北　川　幸　子 羽生の一部 563-1428
小　林　悦　子 西5丁目・羽生の各一部 561-4389
小　林　かつえ 北1丁目・羽生の各一部 561-1220
内　田　英　子 西3丁目の一部 562-1357

生 関　口　千代子 南1・3丁目の各一部 561-1075
浜　田　英　子 南2丁目の一部 562-0436
折　原　惠　子 南1・2丁目の各一部 562-1648
藤　倉　惠　子 南1・2・3・4丁目の各一部 561-0223
鈴　木　英　世 南4・5丁目の各一部 561-6591
森　　　　　進 南5丁目の一部 561-7787
佐々木　與　芳 南5・7丁目の各一部 561-6743
田　村　政　美 南6丁目・南7丁目の一部 563-0295
三　田　秀　男 南8丁目 561-6641
大　塚　勝　子 北1・2丁目の各一部 561-2177
伊　藤　喬　夫 北2・3丁目の各一部 561-6971
羽　鳥　秀　樹 北3丁目の一部 562-4049
小　暮　明　美 （主任児童委員） 562-1466
井　上　葉　子 （主任児童委員） 561-8152

担当
地区 氏　　　名 担当区域など 電話番号

漆　山　充　惠 下新郷南部（1区・2区の一部）562-0230
槗　本　啓　子 下新郷北部（2区の一部・3区）562-1242

新 青　木　道　子 下新田地区（4区・5区） 562-0103
大　木　陽　子 上新郷中新田（6区・7区） 563-4552
中　島　昌　子 上新郷住吉（8区） 561-3911
落　合　富　雄 上新郷宿通（9区） 562-0032
松　﨑　桂　子 上新郷宿通（10区） 563-0389
小　林　澄　子 上新郷宿通（11区） 561-2652

郷 島　村　圭　子 上新郷宿通（12区） 561-2943

新　井　孝　子 上新郷別所・西新田（13区・
14区） 563-0392

内　田　照　代 （主任児童委員） 562-0229
藤　倉　宏　雄 下川崎 561-6299
藤　倉　豊　治 上川崎・須影団地 563-0167

須 町　田　京　子 須影二区（ 南羽生1丁目の一
部・南羽生4丁目）562-2742

原　田　敏　男 須影二区（ 南羽生3丁目の一
部　市営住宅） 561-7249

多　田　靜　子 須影二区（ 南羽生3丁目の一
部　県営住宅） 561-4615

髙　鳥　千枝子 須影一区 561-0599
五十嵐　英　子 砂山 561-4211

影 江　原　洋　子 加羽ヶ崎・秀安 561-2569
山　本　正　輝 下羽生 563-2061
江　原　美矢子 （主任児童委員） 561-4419
小　林　　　武 上岩瀬　中宿 561-4917
渋　澤　玉　江 上岩瀬　中妻 561-6943

岩 楢　原　　　実 中岩瀬(下） 561-3553
栃　金　千鶴子 中岩瀬(上）・上羽生の一部 561-2109
本　澤　広　子 下岩瀬東区 561-6664
川　田　敏　雄 下岩瀬南区 561-2944

瀬 荒　木　洋　子 小松 561-3641
真　家　恭　子 桑崎 561-4356
松　本　美和子 （主任児童委員） 561-7528
今　井　多紀子 上川俣 562-1320

川 春　山　清　一 稲子 561-2413
斎　藤　和　子 本川俣南部 561-6545
小野寺　康　子 本川俣北部 563-0125
山　﨑　純　子 小須賀 561-6338

俣 佐　野　順　子 東３丁目の一部 563-4991
常　松　恵　子 （主任児童委員） 561-5577

担当
地区 氏　　　名 担当区域など 電話番号

髙　田　道　子 今泉の一部 565-1928
五月女　光　子 今泉の一部 565-0872

井 木　村　啓　子 発戸の一部 565-1889
保　泉　　　守 藤井上組東部 561-2234
植　松　ユキ枝 藤井上組西部の一部 562-4373
小　島　政　枝 藤井上組西部の一部 561-1254
石　井　康　三 藤井下組 565-1028

泉 鳥　海　くみ子 尾崎・尾崎団地・発戸の一部 561-3288
吉　澤　良　子 北袋 565-2457
長谷川　由希子 （主任児童委員） 565-5482
井　上　初　代 上手子林・南羽生1・2丁目

の各一部 565-2523

小　林　美恵子 上手子林・南羽生1丁目の各
一部 565-2849

手 増　田　春　雄 下手子林下地区 565-3532
篠　﨑　春　子 下手子林上地区 565-3819
五月女　八　郎 中手子林の一部 565-1865

子 斎　藤　行　弘 神戸・南羽生1・2・3丁目の各
一部 561-1286

会　田　礼　子 神戸・南羽生3丁目の各一部 562-1969
島　田　美津江 神戸・南羽生2丁目の各一部 562-6220

林 岡　戸　庫　男 町屋 565-2007
山　畑　友　江 北荻島・中手子林の一部 565-2503
柿　沼　惠　子 （主任児童委員） 561-4965

三
　
田
　
ケ
　
谷

関　根　淳　子 三田ヶ谷1区・2区（中新田・下巣の子）・
日野手新田・喜右エ門新田の一部 565-2972

田　村　節　子 三田ヶ谷2区（宝蔵寺）・3区 565-1950
髙　田　絹　代 弥勒北 565-0550
早　川　典　子 弥勒南・与兵エ新田 565-0234
萩　原　礼　子 喜右エ門新田の一部 565-0385
立　岡　佐知子 （主任児童委員） 565-4183
青　木　美紀子 上村君 565-3520

村 川　田　けい子 下村君 565-0730
沖　田　信　子 名・堤の一部 565-0788

君 髙　瀬　育　子 常木・堤の一部 565-0225
平　井　亜希江 （主任児童委員） 565-0102

　民生委員・児童委員（主任児童委員）は、それぞれの
担当地区を持ち、社会奉仕の精神を持って、住民のみな
さんが安心して生活できるよう、相談や見守り、訪問活
動などを行っています。また、市や社会福祉協議会など
の福祉サービスにおけるパイプ役を果たしています。
問い合わせ　社会福祉協議会（内線541）



羽生市役所　☎561‒1121㈹
　

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
い
う
病
名
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。

　

こ
の
質
問
を
、
呼
吸
器
病
学
会
の
方
が
催

し
物
会
場
に
集
ま
っ
た
百
名
の
方
々
に
訪
ね

た
と
こ
ろ
、
一
人
も
知
っ
て
い
る
人
が
い
な

か
っ
た
と
が
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
、
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
で
気

管
支
や
肺
胞
を
傷
つ
け
、
空
気
の
出
入
り
を

妨
げ
る
進
行
性
の
病
気
で
す
。
肺
の
生
活
習

慣
病
と
も
い
え
る
病
気
で
す
。
20
代
か
ら
タ

バ
コ
を
吸
い
始
め
る
と
す
る
と
、
40
歳
頃
か

ら
こ
の
病
気
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
な
く
、

息
切
れ
、
痰た

ん

、
咳せ
き

な
ど
で
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
き
に
は
、
呼
吸
機
能
は
か
な
り
低

下
し
て
お
り
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。

受
診
時
に
す
で
に
酸
素
療
法
が
必
要
な
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
在
宅
で
の
酸
素
療
法
で
す
が
、

機
械
も
進
化
し
小
型
化
さ
れ
、
機
能
も
存
分

改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
早
い
時

期
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
吸
入
療
法
が
行
わ
れ
、

効
果
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
十
分
な
治

療
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
行
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
れ
が
禁
煙
を
勧
め

る
大
き
な
理
由
で
す
。

　

日
本
に
は
推
定
６
７
０
万
人
の
患
者
さ
ん

が
い
る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
22
万
人
の
方
が

治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
と
、

世
界
的
に
見
て
死
因
の
４
位
で
あ
り
、
２
０

３
０
年
に
は
３
位
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
方
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
で
重
症
化
し
、
あ
る
い
は
治

療
し
た
と
し
て
も
呼
吸
機
能
は
さ
ら
に
低
下

す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
、
ま
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

医
師　
　

今
成　

晴
代

ＣＯＰＤ　

 

　
　
　     

（
旧
か
な
づ
か
い
使
用
）

白
壁
に
竹
林
眩
し
小
春
か
な

　
　

北
荻
島　

戸
ヶ
﨑
淳
子

黄
昏
の
た
だ
真
つ
直
ぐ
の
枯
野
道

　
　

須　
　

影　

飛
田　

一
喜

い
か
と
葱
酢
味
噌
和
へ
な
る
小
鉢
か
な

　
　

本
川
俣　

中
島　

京
子

身
に
入
む
や
主
な
き
あ
と
居
間
広
し

　
　

神　
　

戸　

西
田　

光
子

夕
日
に
て
紅
葉
明
暗
八
ヶ
岳

　
　

東　
　

一　

根
岸　

明
子

ま
だ
露
を
葉
先
に
抱
き
草
の
原

　
　

今　
　

泉　

根
岸　

光
子

一
枚
の
賀
状
に
込
め
し
絆
か
な

　
　

須　
　

影　

野
村　

節
子

走
り
蕎
麦
街
の
は
づ
れ
の
古
暖の
れ
ん簾

　
　

中
央
四　

長
谷
川
節
子

冬
桜
何
本
も
あ
り
目
立
た
ざ
る

　
　

中
手
子
林　

長
谷
川
好
子

葱
と
味
噌
す
べ
て
手
づ
く
り
子
に
送
る

　
　
喜
右
ェ
門
新
田　

萩
原　

澄
江

ま
た
あ
し
た
掃
く
こ
と
に
し
て
庭
落
葉

　
　

中
央
五　

蓮
見
由
美
子

立
話
足
よ
り
昇
る
寒
さ
か
な

　
　

須　
　

影　

羽
立　

和
子

小
春
凪
大
沼
小
沼
と
ど
ま
り
て

　
　

上
川
俣　

早
川　

森
子

煤
払
ひ
愚
痴
も
ほ
こ
り
も
掃
き
出
し
ぬ

　
　

上
新
郷　

樋
口
登
美
子

髪
置
の
笑
顔
に
合
は
す
歩
幅
か
な

　
　

西　
　

三　

樋
口
レ
イ
子

  

　
　
　    

（
羽
生
短
歌
会
）

幼
な
児
は
声
立
て
笑
う
秋
空
に

あ
や
せ
る
我
も
つ
ら
れ
て
は
し
ゃ
ぐ

　
　

東　
　

七　

冨
永　

澄
江

庁
隅
に
楚
楚
と
咲
き
た
る
寒
菊
の

ほ
っ
こ
り
開
き
庭
の
華
や
ぐ

　
　

上
新
郷　

柿
沼
ノ
ブ
子

風
邪
気
味
の
我
に
替
り
て
厨
立
つ

夫
煮
る
夕
餉
の
香
り
満
ち
た
り

　
　

東　
　

六　

根
岸
美
津
子

短
　
歌

俳
　
句

昔がたり

羽生

　

冬
に
流
行
す
る
感
染
症
は
？
と
い
っ
て
多
く

の
方
が
思
い
つ
く
の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

感
染
性
胃
腸
炎（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ

ル
ス
）
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
ど
の
年
代
に
も
起
こ

り
う
る
感
染
症
と
い
え
ま
す
。
病
気
の
事
を
知

っ
て
、
感
染
症
か
ら
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で
、
通
常
の
風
邪
よ
り
も

症
状
が
重
く
、
高
熱
や
全
身
の
だ
る
さ
、
筋
肉

痛
等
の
全
身
症
状
が
顕
著
に
現
れ
ま
す
。　

○
予
防
法

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で
す
。

感
染
性
胃
腸
炎

・ 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
原
因
：
牡か

き蠣
な
ど
の
二
枚

貝
が
原
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
や
汚
染
さ

れ
た
器
具
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
感
染
症
で

す
。

・ 

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
原
因
：
ヒ
ト
の
腸
管
内
で

増
殖
し
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
し
ま
す
。

○
予
防
法

　

下
痢
と
嘔お
う
と吐

が
主
な
症
状
で
す
が
、
そ
の
中

に
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
始

末
の
後
の
十
分
な
手
洗
い
、
消
毒
が
大
切
で
す
。

共
通
の
予
防
ポ
イ
ン
ト

・
こ
ま
め
に｢

手
洗
い｣

と「
う
が
い
」

　

手
洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
外
出
か
ら
帰
っ

た
と
き
、
調
理
前
、
食
事
前
、
ト
イ
レ
使
用
後
。

手
拭
き
タ
オ
ル
は
、
家
庭
で
も
個
人
そ
れ
ぞ
れ

の
物
を
用
意
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

・ 

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
十
分
な
休
養
で
、

日
頃
か
ら
体
調
管
理

・ 

乾
燥
予
防
の
た
め
、
部
屋
の
湿
度
管
理
を

（
50
〜
60
％
に
）

・ 

人
混
み
へ
の
外
出
を
控
え
、
外
出
時
は
マ
ス

ク
を
着
用
（
の
ど
の
乾
燥
予
防
に
も
）

・ 

せ
き
や
く
し
ゃ
み
等
の
症
状
が
あ
る
と
き
も
、

マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
医
療
課
健
康
支
援
係
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HEALT
HY

HEALT
HY

HEALT
HY

HEALT
HY
健健健健幸幸幸幸

ひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろばひろば
冬の感染症にご注意を！

　

昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
父
母
娘
が
仲
良
く
住
ん

で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
年
、
母
が
悪
い

流は
や
り
や
ま
い

行
病
に
か
か
っ
て
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

父
と
娘
は
悲
し
み
に
く
れ
て
い
ま
し
た
が
、
娘

が
か
わ
い
そ
う
な
の
で
、
父
は
後
妻
を
も
ら
い

ま
し
た
。
間
も
な
く
父
は
、
仕
事
の
た
め
遠
く

ま
で
出
か
け
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

父
が
い
る
間
は
と
て
も
優
し
い
母
だ
っ
た
の

で
す
が
、
い
な
く
な
る
と
、
き
れ
い
で
気
立
て

の
い
い
娘
が
憎に
く

ら
し
く
な
り
、
意
地
悪
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、

「
お
花
や
、
裏
の
草
む
ら
に
櫛く
し

を
落
し
て
し
ま

っ
た
ん
だ
け
ど
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら

な
い
か
ら
お
前
も
見
つ
け
て
く
れ
な
い
か
い
。」

と
猫
な
で
声
で
言
い
ま
し
た
。優
し
い
お
花
は
、

「
ハ
イ
、
お
っ
か
さ
ん
。」

と
返
事
を
し
て
、
草
む
ら
へ
行
き
一
生
懸
命
探

し
ま
し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
よ
う

と
思
っ
た
と
き
、手
に
蛇へ
び

が
か
み
つ
き
ま
し
た
。

お
花
は
痛
い
の
を
我が
ま
ん慢
し
て
暗
く
な
る
ま
で
探

し
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
櫛
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
っ
か
さ
ん
は
、

「
ヤ
レ
ヤ
レ
、
役
立
た
ず
だ
ね
。
蛇
に
か
ま
れ

た
と
か
言
っ
て
い
た
が
、
見
せ
て
み
な
。
」

と
言
っ
て
、
お
花
の
手
を
見
る
と
大
声
で
、

「
こ
れ
は
大
変
な
こ
っ
た
。
毒
蛇
だ
、
毒
が
も

う
体
中
に
回
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

と
言
う
と
、
お
花
の
手
を
切
り
落
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
っ
ち
の
手
に
も
毒

が
回
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
」
と
言
っ
て
、
も

う
一
方
の
手
も
切
り
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
花
は
、
あ
ま
り
の
痛
さ
に
気
を
失
っ
て
し
ま

い
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
両
手
が
な
く
、
傷

口
は
サ
ラ
シ
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
さ
れ
て
い
ま

し
た･･･

。

　

や
っ
と
傷
口
が
良
く
な
っ
た
頃
、お
っ
か
さ
ん
は
、

「
両
手
の
な
い
娘
な
ど
家
に
お
い
て
お
け
な

い
。
ど
こ
へ
で
も
出
て
い
け
っ
。
」

と
怒ど

な鳴
り
、
お
花
を
追
い
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
も
と
も

と
櫛
な
ど
落
と
し
て
い
な
い
し
、
毒
の
な
い
蛇

を
お
っ
か
さ
ん
が
草
む
ら
に
放
し
て
お
い
た
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

　

両
手
を
無
く
し
た
お
花
は
、
ト
ボ
ト
ボ
と
行

く
あ
て
も
な
く
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、
お
昼
近

く
に
な
る
と
疲
れ
て
く
る
し
、
お
腹
は
す
く
し

で
、
と
う
と
う
道
端
に
座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
道
端
に
ブ
ド
ウ
畑
が
あ
り
、

お
い
し
そ
う
な
ブ
ド
ウ
が
な
っ
て
い
ま
し
た
。

お
花
は
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
立
ち
上
が
り
、
口
で
ブ
ド

ウ
を
取
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
う
ま
く
取
れ
ま

せ
ん
。
何
回
も
何
回
も
夢
中
で
跳
び
は
ね
て
取

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
ブ
ド
ウ
を
食
べ
た
い
の

か
い
。
」

と
優
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
人
が
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

観
音
さ
ま
の
手
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篠原佑
ゆ う ご

互ちゃん
Ｈ24.12.19生（中岩瀬）
▷ １歳のお誕生日おめでとう！
　元気いっぱい大きくなってね！

大川琉
りくう

空・翔
しょうき

輝ちゃん
Ｈ23.6.15　Ｈ25.5.17生（東３丁目）
▷ パパとママの宝物ヾ (o´∀｀o)ノ

五月女煌
こうや

也ちゃん
Ｈ25.6.9生（今泉）
▷ 元気いっぱいスクスク育ってね☆

 このコーナーの写真を募集！
▷対象　市内在住の小学生未満のお子さん
▷ 応募方法　電話・メール・ＦＡＸまたはハガキで保護者の住所・
氏名・電話番号、お子さんの名前、メッセージをお伝えください。
　※メールで応募される場合は、 件名に「わんぱくちゃん」と
　　明記してください。
　（受付順に掲載月を決めます）

▷あて先
　〒348－8601 羽生市東6－15 
　羽生市役所 秘書広報課「わんぱくちゃん」係
　e-mail koho@city.hanyu.lg.jp
　ＦＡＸ（562）3500
▷問い合わせ　秘書広報課（内線203）　

お待ちして
いま～す ！ 携帯のメールから

申し込みもＯK ！

EWS
　

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
３
ｂ
ａ
ｂ
ｙ
☆

は
、
親
子
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康

的
な
活
動
を
推
進
し
、
お
母
さ
ん
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
も
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

月
に
２
回
、
主
に
岩
瀬
公
民
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は
、
３

Ｂ
体
操
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

お
招
き
し
て
の
親
子
体
操
で
す
。
首

が
座
っ
て
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お

子
さ
ん
な
ら
、
ど
な
た
で
も
親
子
で

参
加
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る

よ
う
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ボ
ー
ル

や
ロ
ー
プ
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
使

っ
た
リ
ズ
ム
体
操
を
し
た
後
に
は
、

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の

時
間
も
あ
り
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
衣
類
や

お
も
ち
ゃ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
、
特
別
企
画
で
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ

こ
と
を
毎
回
工
夫
し
な
が
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
心
か
ら
お

待
ち
し
て
い
ま
す
☆

▽
問
い
合
わ
せ　

中
野

　
〈
☎
０
９
０（
８
８
５
３
）２
０
７
６
〉

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
３
ｂ
ａ
ｂ
ｙ
☆

図 書 館
か ら の
お知らせ
☎561‒8233

●
は
に
ゅ
う
の
「
い
い
も
の
」

　

昨
年
11
月
、
市
観
光
協
会
の
推
奨

品
に
、
市
内
39
店
舗
53
点
の
商
品
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
推
奨
期
間
２

年
）

　

こ
の
推
奨
品
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、

各
認
定
店
舗
や
公
共
施
設
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
奨
品
制
度
は
、
市
内
の
優

良
な
物
産
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
販
売

の
促
進
と
お
客
様
の
利
便
性
向
上
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
お
店
や
商

品
の
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

羽
生
な
ら
で
は
の
味
や
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
取
り
入
れ
た
特
色
あ
る
商

品
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
店

に
足
を
運
ん
で
、
羽
生
の
「
い
い
も

の
」
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
溢
れ
る
ま
ち
へ

　

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
通
称
は
に

ゅ
キ
ャ
ラ
）
に
は
、
ム
ジ
ナ
も
ん
を

は
じ
め
10
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

あ
し
ら
っ
た
洋
服
や
食
べ
物
、
グ
ッ

ズ
な
ど
、
３
０
６
件
の
申
請
が
あ
り
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
、
は

に
ゅ
キ
ャ
ラ
を
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
は
に
ゅ
キ
ャ
ラ
を
使
用
し
た
グ

ッ
ズ
を
作
り
た
い
」「
商
品
の
ピ
ー

ア
ー
ル
に
は
に
ゅ
キ
ャ
ラ
を
使
用
し

た
い
」
と
い
う
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

一
緒
に
羽
生
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
出

会
え
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
！
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
推
進
室
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
使
用
例

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
推
進
室
観
光
ブ
ラ

ン
ド
係　
〈
☎（
５
６
０
）３
１
１
９
〉

観
光
ブ
ラ
ン
ド

　

お
く
や
み　
（
ご
遺
族
の
希
望
・
了
解
の
あ
っ
た
方
）　　

殖　

木　

ミ　

キ　

様　

92
歳　

南　

２

金　

子　

シ　

ズ　

様　

82
歳　

西　

１

杉　

下　

好　

司　

様　

78
歳　

西　

３

入　

江　

ト　

ミ　

様　

89
歳　

北　

１

小　

林　
　

博　
　

様　

79
歳　

東　

１

𠮷　

田　

保　

次　

様　

84
歳　

東　

２

渋
生
田　

ト　

ミ　

様　

79
歳　

下
新
田

田　

中　

冨
美
子　

様　

79
歳　

下
川
崎

杉　

浦　

眞　

次　

様　

81
歳　

上
川
俣

山　

崎　

利　

枝　

様　

70
歳　

上
川
俣

岡　

野　

き
く
江　

様　

91
歳　

稲　

子

市　

村　

正　

治　

様　

88
歳　
藤
井
上
組

大　

川　

榮　

造　

様　

78
歳　
藤
井
上
組

塩　

田　

言　

子　

様　

81
歳　
藤
井
上
組

飽　

戸　

ち
や
う　

様　

90
歳　
中
手
子
林

千　

田　

金　

雄　

様　

78
歳　

弥　

勒

田　

口　

ヨ　

シ　

様　

85
歳　

上
村
君

天　

笠　

松　

子　

様　

80
歳　
　

堤　

☆ちいさなおはなし会
▷日時　２月７・21日㈮
　　　　午前10時30分から
　　　　 絵本の読み聞かせ、手あそび

など
▷会場　おはなしのへや

☆おはなし会
▷日時　２月８日㈯
　　　　午前11時から
　　　　 おはなし、絵本の読み聞かせ

など
▷会場　おはなしのへや

「
は
に
ゅ
う
推
奨
品
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

は
に
ゅ
キ
ャ
ラ
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

☆映画会
▷日時　２月22日㈯　午後１時から
　　　　「ぐるんぱのようちえん」（29分）
　　　　「ふるさと再生　日本の昔ばなし」（69分）
▷対象　子ども向け
▷会場　２階　視聴覚室

よみうり新聞コラムでおなじみの

木村歯科医院はおかげさまで55年

受付時間　月～金　9：00～18：00
　　　　　土　　　9：00～17：00

0120-255-418
羽生市中央 2‒7‒10
キンカ堂跡地そば

①無痛治療・無痛手術
　麻酔医と一緒に治療ができる

②ウェルデンツ入れ歯
　NHK他、テレビや新聞で話題

③目からうろこの健康講座
　治療検討前に最適



▽
日
　
時　

２
月
15
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
場
　
所　

市
産
業
文
化
ホ
ー
ル
(小)

▽
入
場
料　

無
料

▽ 

内
　
容　

市
文
化
団
体
連
合
会
の
芸

能
関
係
５
団
体
に
よ
る
吟
剣
詩
舞
、

邦
楽
、
歌
謡
、
民
謡
民
舞
、
楽
器
演

奏
等
の
発
表

▽
主
　
催　

市
文
化
団
体
連
合
会

▽
問
い
合
わ
せ
　

　

生
涯
学
習
課
（
内
線
３
１
２
）

　

利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
本
や
、
古
く

な
り
不
用
に
な
っ
た
本
、
各
ご
家
庭
か

ら
い
た
だ
い
た
本
の
再
利
用
を
目
的

に
、
市
民
の
皆
様
に
無
料
で
お
譲
り
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

２
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
　
所

　

市
図
書
館
・
郷
土
資
料
館
展
示
室

▽
対
　
象　

市
内
在
住
の
方

※ 

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
・
運
転
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
提
供
冊
数　

一
人
10
冊
ま
で

※ 

持
ち
帰
る
際
の
袋
は
、
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

市
図
書
館

　
〈
☎（
５
６
１
）８
２
３
３
〉

▽
日
　
時　

２
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
場
　
所　

市
民
プ
ラ
ザ

▽
入
場
料　

無
料

▽ 

内
　
容　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方
（
高
校
生
以
上
）
か
ら
の
公
募

作
品
、
美
術
連
盟
会
員
の
作
品
展
示

▽
問
い
合
わ
せ　

塩
原

　
〈
☎（
５
６
５
）３
７
０
８
〉

■
と
ん
ぼ
玉
体
験
講
座

▽
日
　
時　

３
月
１
日
㈯

　

①
午
前
９
時
〜　

②
午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
　
所
　
岩
瀬
公
民
館

▽
定
　
員　

各
８
名
（
先
着
順
）

▽
費
　
用　

２
５
０
０
円

▽
講
　
師　

入
澤 

友
成 

氏

▽
用
意
す
る
物
　

　

エ
プ
ロ
ン
、
サ
ン
グ
ラ
ス

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

１
月
25

日
㈯
か
ら
費
用
を
添
え
て
、
同
公
民

館〈
☎（
５
６
１
）５
０
７
０
〉へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時　

２
月
４
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽ 

場
　
所　

(公社)
埼
玉
県
宅
建
協
会
北
埼

支
部
事
務
所

　
（
羽
生
市
中
岩
瀬 

大
陸
食
道
北
側
）

▽ 

相
談
内
容　

土
地
建
物
の
売
買
、
賃

貸
借
を
は
じ
め
不
動
産
全
般
に
つ
い
て

▽
問
い
合
わ
せ　

同
事
務
所

　
〈
☎（
５
６
２
）５
９
０
０
〉

　

中
央
公
民
館
の
図
書
室
で
、
本
の
貸

し
出
し
や
整
理
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
本
が
好
き
な
方
、
大

歓
迎
で
す
。
ま
ず
は
一
度
見
学
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▽ 

開
室
日
時　

毎
週
木
・
土
・
日
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

▽
対
　
象　

大
学
生
以
上

▽
そ
の
他　

奇
数
月
に
一
度
会
議
あ
り

▽
問
い
合
わ
せ　

同
公
民
館

　
〈
☎（
５
６
２
）１
５
５
８
〉

　

ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
子
ど
も

の
将
来
に
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
を
対

象
に
、
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
子
ど
も
の
自
立
に
つ
い
て
の
手

立
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
個
別
相
談
を

行
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　

①
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

３
月
１
日
㈯　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

②
出
張
プ
レ
相
談　

　

３
月
８
日
㈯

　

 

午
後
１
時
15
分
〜
４
時
45
分
（
１
組

30
分
ず
つ
）

▽
場
　
所　

市
民
プ
ラ
ザ　

▽
定
　
員（
先
着
順
）  

①
20
名  

②
５
組

▽
費
　
用　

無
料

▽ 

申
し
込
み　

ど
ち
ら
も
２
月
１
日
㈯

か
ら
、
電
話
で
若
者
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
埼
玉
〈
☎
０
４
８
（
２
５
５
）

８
６
８
０
〉へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
受
付
：
月
〜
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
６
時

▽
問
い
合
わ
せ　

商
工
課

　
〈
☎（
５
６
０
）３
１
１
１
〉

無料相談コーナー 2月
心配ごと相談
▷日　時　２月５・12・19・26日㈬
　　　　　午前９時～正午
▷場　所　市役所101会議室　
人権相談
▷日　時　２月18日㈫　午前10時～午後３時
▷場　所　市役所101会議室
司法書士相談（予約制）
　多重債務を中心に、相続・登記・後見制度
等の相談を受け付けます。事前にお申し込み
ください。
▷日　時　２月５日㈬　午後１時～４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　新井　明　氏
▷予約申込　市民生活課（内線132）
※相談時間は、一人50分間です。
登記・測量相談
　登記、土地建物調査、測量、境界等の相談
を受け付けます。
▷日　時　２月25日㈫　午後１時～４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　堀口　計一　氏
行政相談
　行政全般（年金・道路・河川・福祉等）に
ついての相談を受け付けます。
▷日　時　２月５・12・19・26日㈬
　　　　　午前９時～正午
▷場　所　市役所101会議室　
行政書士相談
　相続関係・遺言書作成・離婚協議書・示談書・
内容証明書等の相談を受け付けます。
▷日　時　２月25日㈫　午後１時～４時
▷場　所　市役所101会議室
▷担　当　川島　幸雄　氏、寺内　範子　氏
児童・生徒のいじめ・心の悩み相談室
▷日　時　毎週月・水曜日　午後３時～７時
　　　　　毎週土曜日　午前11時～午後４時
▷場　所　市民プラザ地下１階教育相談室
※電話相談も同日時で受付（☎561－8080）
家庭児童相談
▷日　時　毎週月～金曜日　午前9時～午後5時
▷場　所　市民プラザ地下１階家庭児童相談室
※電話相談も同日時で受付（☎562－4400）
女性相談
▷日　時　２月５・12・19・26日㈬
　　　　　午後１時～４時
▷場　所　パープル羽生（女性センター）
▷予約申込　パープル羽生（☎561－1681）
※電話相談も同日時で受け付けています。
結婚相談
▷日　時　２月２日㈰、17日㈪ 午後1時～3時
▷場　所　市民プラザ２階203研修室
※17日は社会福祉協議会相談室
税務相談
▷日　時　２月５日㈬　午後１時30分～４時
▷場　所　市役所303会議室
▷担　当　税理士　西田　芳秋　氏
就職相談
　求人情報提供・就職相談・職業紹介を行っ
ています。
▷日　時　月～金曜日　午前９時～午後５時
▷場　所　羽生市ふるさとハローワーク
　　　　　市民プラザ１階（☎560－3001）
消費生活相談
▷日　時　毎週月・火・水・金曜日
　　　　　午前10時～午後４時
▷場　所　市役所消費生活相談室
▷問い合わせ　市民生活課（内線132）
法律相談（予約制）
　事前に電話等でお申し込みください。
▷弁護士　第２・４木曜日　清水　利夫　氏
　　　　　第３木曜日　　　小鮒　成忠　氏
▷予約申込　市民生活課（内線132）
※相談時間は、一人30分間です。
防犯相談
　事前に電話等でお申し込みください。
▷日　時　毎週月～金曜日
　　　　　午前９時～午後５時
▷場　所　市役所２階地域振興課（内線223）
■各相談とも、祝日はお休みとなります。

第
28
回
舞
台
芸
能
発
表
会

第
51
回
羽
生
市
美
術
展
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

不
動
産
無
料
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

保
護
者
の
た
め
の
「
わ
が
子
の
自
立
支

援
セ
ミ
ナ
ー
」
＆
「
出
張
プ
レ
相
談
」

〈
中
央
公
民
館
〉

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

〈
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
〉

本
を
お
譲
り
し
ま
す

と
ん
ぼ
玉
を
作
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

14

有料広告

　「勉強したいけど、パソコン教室には気軽に入れない…。」
「パソコンサークルに入っているけど、少し物足りない…。」
　日頃、そんなふうに感じている皆さんを対象に、羽生実業
高校の生徒によるパソコン講座を開催します！
羽生の偉人を題材にした、簡単なカレンダー作成を通じ

て、パソコンをもっと便利に使うコツを学んでみませんか。
▷日　時　　２月８日㈯　午後１時30分～４時30分
▷場　所　　羽生実業高校 コンピュータ室
▷対　象　　市内在住、在勤、在学の方（小学生以上）
▷定　員　　20名（先着順）
▷費　用　　無料
▷ 申し込み・問い合わせ　１月31日㈮までに電話で生涯学習
課（内線312）へお申し込みください。

ご参加ください！高校生インストラクター講座
～「みんなのパソコン教室」～



　　

羽
生
の
郷
土
芸
能
が
勢
ぞ
ろ
い
！
皆

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日　

時　

２
月
１
日
㈯

　
　
　
　
　

開
演
：
午
後
１
時
30
分
～

▽
場　

所　

産
業
文
化
ホ
ー
ル
（
小
）

▽
出
演
団
体
（
出
演
順
）

・
旭
町
お
は
や
し
保
存
会

・
津
軽
三
味
線　

五
人
囃
子

・
桑
崎
獅
子
舞
保
存
会

・
下
岩
瀬
白
山
太
鼓
保
存
会

・
中
宿
万
作
保
存
会

※�

万
作
…
万
作
踊
り
。
茶
番
狂
言
と
も

い
い
、
田
舎
芝
居
に
念
仏
踊
り
を
取

り
入
れ
た
コ
ミ
カ
ル
な
民
俗
芸
能
。

・
下
手
子
林
獅
子
舞
保
存
会

・
羽
生
太
鼓�

み
や
び

▽
定　

員　

４
０
０
名

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課
（
内
線
３
１
４
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
に
関
す

る
各
種
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

平
日
の
利
用
時
間
内
は
自
由
に
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
で
は

「
福
島
就
職
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

・�

羽
生
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
市
民
プ
ラ
ザ
１
階
）〈
☎（
５
６
０
）

３
０
０
１
〉

・�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
田
（
行
田
市
長
野

９
４
３
）〈
☎（
５
５
６
）３
１
５
１
〉

　

市
図
書
館
の
資
料
を
総
点
検
す
る
作

業
（
蔵
書
点
検
）
の
た
め
、
次
の
期
間

休
館
し
ま
す
。

　

休
館
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期　

間　

２
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

※�

本
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

貸
出
中
の
資
料
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
予
約
は
可
能
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

同
館〈
☎（
５
６
１
）８
２
３
３
〉

　

聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
に
来
所

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
巡
回
相
談
と

訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

仕
事
、
生
活
、
病
気
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
関

わ
る
方
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

▽
日　

時　

２
月
５
日
㈬　

・
巡
回
相
談
：
午
前
10
時
～
正
午

・�

訪
問
相
談
：
午
後
１
時
～
３
時
（
要

予
約
）

▽
巡
回
場
所

　

加
須
市
役
所
５
０
４
会
議
室

▽�

対　

象　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
お

よ
び
関
わ
り
の
あ
る
方

▽
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
〈
☎
０
４
８（
８
１
４
）３
３
５
３
〉

　
〈
FAX
０
４
８（
８
１
４
）３
３
５
５
〉

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
幹
部
候
補
生

▽
受
付
期
間

　

２
月
１
日
㈯
～
４
月
25
日
㈮

▽
応
募
資
格（
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
）

・�

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

・�

大
学
院
に
お
い
て
学
位
を
受
け
た（
取

得
見
込
み
を
含
む
）
28
歳
未
満
の
方

▽
試
験
日　

５
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

■
予
備
自
衛
官
補

▽
受
付
期
間　

４
月
２
日
㈬
ま
で

▽
応
募
資
格（
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
）

・
一
般
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

・�

技
能
…
18
歳
以
上
で
53
歳
～
55
歳
未

満
の
方
（
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て

応
募
資
格
が
異
な
る
）

▽�

試
験
日　

４
月
11
日
㈮
か
ら
15
日
㈫

ま
で
の
い
ず
れ
か
一
日

■
幹
部
候
補
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

�

１
回
目

▽
日　

時　

１
月
20
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
８
時

▽
場　

所　

越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

�

２
回
目

▽
日　

時　

１
月
24
日
㈮

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
８
時

▽
場　

所　

狭
山
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■�

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所

　
〈
☎（
５
２
２
）４
８
５
５
〉

▽
日　

時　

２
月
24
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場　

所　

市
民
プ
ラ
ザ
か
ぞ　

▽�

対　

象　

高
次
脳
機
能
障
が
い
の
あ

る
方
、
家
族
お
よ
び
支
援
者

▽
費　

用　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ

　

地
域
で
共
に
生
き
る
ナ
ノ

　
〈
☎
０
４
８（
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11月中の交通事故件数

11月中の犯罪件数

キャラクター推進室（☎560－3119）キャラクター推進室（☎560－3119）
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健康・保健カレンダー
健康医療課（内線175）

  乳幼児健康診査  
▷期日と対象児
◦２月５日㈬…３カ月児＝25年10月生
◦２月12日㈬…10カ月児＝25年３月生
◦２月19日㈬…18カ月児＝24年８月生
◦２月26日㈬…３ 歳 児＝23年２月生
▷受付時間　午後１時〜１時30分
��乳幼児相談　（随　時））
　育児についての心配ごとをご相談ください。
��健康相談・歯科相談（予約制）
　生活習慣病予防や健康診査の結果等について、
保健師や管理栄養士、歯科衛生士が相談に応じ
ます。
▷日時　２月26日㈬　午前9時30分〜11時30分
��心の健康相談（予約制）
　心の健康や悩みごとについての相談です。
◦精神科医師による相談（1人につき30分間）
▷日時　２月28日㈮　午後２時〜４時30分
◦臨床心理士による相談（1人につき40分間）
▷日時　２月10日㈪　午後１時15分〜４時25分
◎�いずれも対象は市民の方で、会場は保健セン
ター、費用は無料です。

　 侵 入 窃 盗 ひったくり 自転車窃盗 車 上 狙 い
埼玉県 622 51 1,830 484
羽生市 6 0 4 2

　 人 身 物 損
埼玉県 2,839 11,523
羽生市 23 114

〈市役所の休日窓口開庁〉
▷日　時　２月２・16日㈰　午前８時30分〜正午
　�市民生活課（内線135）、税務課（内線113）、収納課（内
線141）の窓口業務を行います。
※�住民異動届（転入・転出・転居等）、住民基本台帳
カード、パスポートの申請に係る業務については、
受付できません。

〈�公民館（中央を除く）での証明書交付サービス〉
▷日　時　毎週水・木・金曜日　午前９時〜午後５時
▷�交付できる証明書　住民票、印鑑証明書、所得証
明書、住民税決定証明書、非課税証明書

下岩瀬白山太鼓保存会



　　
無事に

成長できますように

□ホームページアドレス　http://www.city.hanyu.lg.jp/ この広報紙は再生紙
を使用しています

　今月、イタリアのセリエＡ（サッカーリーグ）の名門「ＡＣミラン」に入団し、連日
メディアをにぎわせている日本代表の本田圭佑選手。彼は小学生のときの卒業
文集に、「ヨーロッパのセリエＡで、背番号10番を付けてプレーする」と書いてい
たそうです。本田選手が入団会見で、「子どもたちに勇気や夢を与えることが好
き」と話していたのがとても印象的でした。６月に開催されるワールドカップで、
彼ら日本代表が国民にどんな夢を見させてくれるのか、今から楽しみで仕方あり
ません。ちなみに息子の現在の夢は、仮面ライダーになることのようです。今年
も魅力ある広報紙を目指して頑張りますので、よろしくお願いします。

　月日が流れるのは早いですね。「またお正月？」って感じです。そうそう、お正月と
いえば初詣でですよね！皆さんも行かれましたか？私は初詣でに行くと必ずおみく
じを引くのですが、今年は「小吉」でした。吉の大小はともかく、ここしばらく「地道
な積み重ねが実を結ぶ」と書かれているのが気になります。何事も努力が肝心とい
うことでしょうか。今年はそれを肝に銘じて、何か新しい事を始めるつもりです。
　新たな年のスタート。みなさんの日々が健やかでありますように…！今年も明るく
ホットな話題、頑張る皆さんの笑顔をたくさんお届けできるような紙面づくりを心
がけ、市内をかけ回り頑張ります！

　　　　　第29回綱引き大会が市体育館で
行われ、39チーム419名の選手が参加しま
した。参加者は皆真剣な表情で綱を引き、
勝利を目指していました。また、今回はＮ
ＨＫのキャラクター「どーもくん」も参加
し、子どもたちと一緒に汗を流しました。

　誠和福祉高校の生徒たちが、イオンモール
羽生で手作りのマスコットを配り、交通安全
を呼びかけました。マスコットは馬がモチー
フで、「無事故・無違反・ウマイ運転」を合
言葉に配布。キャンペーンの一環として生徒
が一日警察署長を務めたほか、同校のキャラ
クター「せいわなごみちゃん」も駆け付けま
した。

　天神社（東 5丁目）で恒例の酉の市が行われました。境
内にはさまざまな熊手が並び、縁起かつぎの手拍子と掛け
声が響いていました。また、今年は羽生北・羽生南小学校
の 6年生が願いを書いた絵馬も並びました。

　村君公民館でしめ縄飾り講座が開か
れました。参加した約20名がそれぞれの性
格を出し、大きさや形の異なる十人十色の
しめ縄ができあがりました。また、同公民
館では子どもたちによるモチつきなども行
われ、少し早いお正月気分を味わっていま
した。

12月　
25日㈬

12月　
22日㈰

　東北自動車道上り線の羽生パーキングエリア
（ＰＡ）が、「鬼

おに

平
へい

江
え ど ど こ ろ

戸処」としてリニューアル
しました。鬼平江戸処は、県内２番目のテーマパ
ーク型ＰＡとして、池波正太郎の時代小説「鬼平
犯科帳」の世界をテーマに、江戸の街並みを再現。
オープニングセレモニーが行われたこの日、多く
の来場者でにぎわいました。
※ なお現在、鬼平江戸処は一般道から入場できま
せんので、高速道路を経由してお立ち寄りくだ
さい。

12
月
19
日
㈭

12月　
８日㈰

広報はにゅう12月号のカメラさんぽでお伝えした「井泉小学校のラグビー教室」の内容に
誤りがありましたので、訂正してお詫びいたします。正しくは次の通りです。
〈誤〉藤野昌大くん　〈正〉藤野晶大くん

「羽生市公式ＬＩＮＥ」
運用スタート！

　スマートフォン・パソコンなどで
利用できる、無料通話・メールのア
プリ「Ｌ

ラ イ ン

ＩＮＥ」を活用した情報発
信を始めました。イベントや子育て関連情報などを
発信していきますので、ぜひ“友だちに追加”して
ください。
▷ 登録方法　右のQRコードを読み
込み登録してください。登録でき
ない場合は市のホームページをご
覧ください。
▷問い合わせ　秘書広報課（内線203）

12月　
10日㈫

負けるなー！

今年もヨロシクね♥

 「無
事故・

無違反・ウマイ運転」

もう
いくつ

寝ると、お正月♪　　
　
　

江戸の街並みが現る


